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 平成２６年第１回平取町議会臨時会 （開 会 午前 ９時２９分）

議長 皆さんおはようございます。今日は平成２６年第１回町議会でありますので、

一言ご挨拶を申し上げたいと思います。 

（議長、町長より年始の挨拶） 

議長 本日は、議会の模様を録画した試作ＤＶＤの製作のためにビデオ撮影を許可し

ておりますので、ご了承願います。 

それでは、ただいまより平成２６年第１回平取町議会臨時会を開会します。直

ちに本日の会議を開きます。本日の出席議員は１１名で会議は成立します。 

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は会議規則第１

２２条の規定によって、４番松澤議員と５番貝澤議員を指名します。 

日程第２、会期の決定を議題とします。このことにつきましては、昨日議会運

営委員会を開催し協議をしておりますので、その結果を議会運営委員会委員長

よりご報告願います。８番山田議員。 

８番 

山田議員 

議長 

本日招集されました第１回町議会臨時会の議会運営等につきましては、昨日開

催しました議会運営委員会において協議し、会期については本日１月２４日の

１日間とすることで意見の一致をみておりますので、議長よりお諮り願いたい

と思います。 

お諮りします。ただいま議会運営委員会委員長より報告がありましたとおり、

会期は本日１日間とすることにご異議ございませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。従って、会期は本日１日間と決定しました。 

日程第３、諸般の報告を行います。監査委員より平成２５年１１月分の出納検

査の結果報告があり、その写しをお手元に配布しておきましたので、ご了承願

います。次に、平成２５年度財務に関する事務の執行及び経営に係る事業の管

理状況監査の結果報告があり、その写しをお手元に配布しておきましたので、

ご了承願います。以上で諸般の報告を終了します。 

日程第４、議案第１号平成２５年度平取町一般会計補正予算第１１号を議題と

します。提案理由の説明を求めます。まちづくり課長。 

ま ち づ く

り課長 

議案第１号平成２５年度平取町一般会計補正予算第１１号につきましてご説明

申し上げます。歳入歳出の予算の補正でございます。第１条、歳入歳出予算の

総額に、それぞれ４８１万５千円を追加いたしまして、歳入歳出総額を６８億

９５４４万１千円とするものでございます。２項におきましては補正の款項の

区分、金額、並びに補正後の歳入歳出予算の金額は「第１表 歳入歳出予算補

正」によるものでございます。それでは、事項別明細の歳出から説明をさせて
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いただきますので、５ページをお開き願います。２款１項９目企画費１９節負

担金補助及び交付金４４０万円の減額補正でございます。内訳といたしまして

は住宅用太陽光発電システム設置補助金１００万円の追加となっておりまし

て、これは平取町新エネルギービジョンに基づきまして一般家庭での太陽光発

電システムの普及促進を図る事業の一環といたしまして、平成２３年度から実

施している設備費の一部を負担する支援制度でございますが、当初予算で５件

の相当額、１００万円を計上しておりましたけれども、来年度買取り価格がさ

らに下がるといった情報もありまして、申し込みが予算枠を大きく上回る、全

部で１０件の見込みとなったことから、それに対応するための、１戸当たり２

０万円、５件分１００万円の追加補正となっております。同じく１９節で民間

賃貸集合住宅整備費補助金５４０万円の減でございますが、これは定住対策と

しての民間賃貸住宅の建設促進を図るということを目的といたしまして、今年

度から実施した事業でございます。今年度の交付額が１４６０万円と決定した

ことによる、当初予算２千万円の余剰額を減額するものでございまして、今年

度交付の内訳といたしましては町内業者施工の６戸分９２０万円、これは３Ｌ

ＤＫ２戸１ＬＤＫ４戸となってございます。それから、町外業者施工分の６戸

分５４０万円、これは２ＬＤＫ４戸１ＬＤＫ２戸とあわせて１２戸分の１４６

０万円という内訳になってございます。続きまして、３款１項１目社会福祉総

務費２１節貸付金５００万円の追加補正でございます。これは今年度、アイヌ

文化振興推進協議会が国の補助制度を活用いたしまして、文化遺産を活かした

地域活性化事業を実施しておりますけれども、この事業の内容といたしまして

は、アイヌ伝統工芸の親子体験教室、地域文化遺産等を体系的に整理したパン

フ等の作成、それから文化遺産ガイドの育成、文化遺産ツアーの実施というよ

うな内容になってございます。本事業はほとんどが業者委託により実施されて

おりますけれども、国の補助金の交付時期が実績報告後となることから、運転

資金を持たない協議会といたしましては、業者への概算払等の手段がないこと

から、その間の支払いのための資金を平取町から借り入れるということにして

ございます。そのための貸付金５００万円を追加補正するものでございます。

次のページでございます。３款１項７目共同作業場費１１節需用費、修繕料２

６万５千円の追加でございます。これは二風谷共同作業場の暖房用のストーブ

の鉄製の煙突が老朽化で朽ち落ちまして、大きな穴があき、使用が非常に困難

になっているという状況になってございまして、工芸等の作業に支障をきたす

ということになったことから、緊急的に対応するための修繕料の追加となって

ございます。次に９款１項２目事務局費１３節委託料です。９５万円の追加で

ございます。これは平取高等学校の福祉課程外部講師委託料の追加となってご

ざいまして、平取高校では、生徒確保対策の一環といたしまして、国家資格の

受験資格を得ることを目的といたしました福祉課程コースを設けてございま

す。このカリキュラムが法の改正等により変更になったということに伴いまし

て、授業時間数が増えたということと、併せて外部講師にかかる費用が増とな
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ったために、追加補正をするものでございます。次のページでございます。９

款２項１目学校管理費１５節工事請負費２００万円の追加でございます。これ

は二風谷小学校において４月以降特別支援にかかる児童が増えまして、新たに

教室の設置が必要となったことから、改修に要する費用を追加補正するもので

ございます。私昨日の議会運営委員会で私の捉えの違いから誤った説明をして

おりましたのでおわびしまして、訂正し改めて説明をさせていただきたいと存

じます。来年度新入学生に関する就学指導委員会の決定に基づきまして、親が

特別支援学級での就学を選んだということによりまして、新年度二風谷小学校

には特別支援の児童が２名入学することとなってございます。現在、二風谷小

学校には特別支援学級が１教室ございまして、症状が同一であれば、同じ教室

での学習が可能となりますけれども、合わせて３人の児童の症状が異なるとい

うことから、それぞれに教室を要するといったことになりまして、空き教室を

やりくりしてもどうしても１教室の不足が生じるといったことから、現在の図

書室を特別支援教室として改修いたしまして、図書室を１階の多目的ホールに

移すとするための改修の費用となってございます。次に９款６項１目学校給食

費１８節備品購入費１００万円の追加でございます。これは振内小学校の給食

用食器洗浄機が老朽化によりまして、使用不能となったことに伴い、緊急的に

対応せざるを得ない状況となったことから、新たな機器更新のための追加補正

となってございます。給食を開始した当時から使用いたしまして１８年が経過

したということもございまして、給排水管が破損したことが故障の原因となっ

ており、部品の調達も困難なための更新ということになってございます。歳出

は以上でございます。次に歳入をご説明申し上げますので４ページをお開き願

います。１９款１項１目１節繰越金、前年度繰越金１８万５千円の減額でござ

います。今回の補正予算の追加及び減額に係る財源調整等で減額となります、

一般財源の調整を繰越金で行うものでございます。次に、２０款４項１０目１

節平取町アイヌ文化振興推進協議会貸付金元利収入５００万円でございます

が、これは平取町アイヌ文化振興推進協議会の事業に係る運転資金といたしま

して、貸付けを行う資金の返済に係る元金収入となってございまして、歳出と

同額を計上してございます。以上、議案第１号平成２５年度平取町一般会計補

正予算第１１号につきましてご説明申し上げましたので、ご審議のほどよろし

くお願い申し上げます。 

議長 質疑を行います。質疑はございませんか。６番千葉議員。 

６番 

千葉議員 

６番千葉です。７ページ、９款２項１目工事請負費のことにつきましてお伺い

したいと思います。二風谷の小学校、特別支援教室の改修というかたちで計上

されて２００万円ということでありますけども、この特別支援というか障がい

者教育も含めてですけども、当然のことながら、町立の小学校ということで、

一般財源のほうからこの改修費、工事費が賄われてくるわけですけども、補助
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金的なものは道とか国の厚労省あたりのほうからの考え方あるいはメニューに

は全くないものか、その辺の現状についてお尋ねしたいと思います。 

議長 教育長。 

教育長 それでは二風谷小学校の教室改修ということでのご質問に対しましてお答えを

させていただきたいと思います。先ほどまちづくり課長のほうから特別支援学

級の増設ということで、現在ございます二風谷小学校の図書室を改修をしなが

ら、平成２６年度の学習体制を整えていきたいということでの説明を申し上げ

させていただいたところでございます。このことにおきまして、財源的には一

般財源ということで充当させていただいてございます。これらの教室改修等々

におきましては、道をはじめとして国の補助金等の財源が充当されるというこ

とは現時点ではございません。あくまでも一般財源ということでの措置になっ

てございますのでお答えをさせていただきたいと思います。 

議長 ６番千葉議員。 

６番 

千葉議員 

それともう１点お伺いしときます。９款１項２目これも委託料の関係なんです

けども、これは確か法改正があって時間数が増え、あるいはその増えた分につ

いて外部講師を委託料が上がるという、そういう内訳になっておりますけども、

これも同じ私考え方なんですよね。あくまでも改正されたなかで、ましてや道

立の高等学校、これも一般財源から金額は９５万ほどでございますけども、こ

れに対しても全く現状今どんなふうになってるのかその辺の受けとめ方あるい

はその補助金の関係、交付金の関係も全くないものか、これについてもお伺い

しておきたいと思います。 

議長 教育長。 

教育長 それでは９款１項２目の事務局費、平取高等学校の福祉課程外部講師委託料９

５万円の補正ということでございますが、このことにつきましては、前半これ

らの内容について説明させていただきたいと思いますが、現在この福祉課程コ

ースということにおきましては介護福祉士の国家試験を受けられるということ

でコースを開設をしながらそれぞれ生徒がコースに入学をしているということ

でございます。それで現在、ホームヘルパーということで、いわゆる２級の資

格を得るということでのコース、課程がございますが、これらについては、法

の制度改正によりましていわゆる介護職員の初任者研修ということに変更にな

ってございます。これによりまして、時間の増ということで、年間おおむね１

３０時間が増ということになります。これは学校でいけば５０分授業というこ

とで換算をしていけば１５６時間の増ということになってまいります。そのこ
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とにおきまして、現在、財団、札幌にございますが、財団のほうにお願いをし

ながら、講師を派遣していただき、さらには、学校の教員が対応しているとい

うことになりますけれども、学校の教員だけでは十分ではないということで、

これを財団のほうにお願いをしているということになってございます。それら

にかかわりまして時数に対応すべき人員ということで今回補正をさせていただ

いたということになってございます。そのことにおいて、これらにつきまして

も一般財源の充当ということになりますけれども、これもあくまでもそれぞれ

の学校においてのコースの設定ということ、そしてこれらについては、あくま

でも市町村が支援をしながら開設をしているということでございますので、こ

れらにおいて道教委の補助金でありますとか国の補助金ということが充当され

るということはなく、あくまでも市町村が実施ということになってございます

ので、その点ご理解をいただきたいと思います。 

議長 ６番千葉議員。 

６番 

千葉議員 

６番千葉です。この歳出に今私質問いたしました２項目については、やはり末

端である我々みたいな小さな自治体の負担増、これは本当に正しいことなのか

なというふうに私いつも思ってるわけですけれども、その辺理事者のほうとし

てもですね、道全体として、あるいは我々みたいな自治体日高管内だけでも結

構ですけど、やはり足並みそろえてこの辺のことしっかりね、やはり歳出を減

らしていく、やはり地方の負担をもうなんていうんですかね、もうこういった

項目に対してやっぱりどうしても一般財源から歳出しなくちゃいけないという

状況はすべてにおいて私はもう一度、例えば町長会あたりでも見直されてもい

いのかなというふうに思ってますけど、その辺の考え方も、理事者のほうから

伺っておきたいと思います。 

議長 町長。 

町長 それではお答え申し上げます。残念ながら、二風谷小学校の工事請負の修繕費

等については一般財源の投入というかたちになりますし、また平取高校の福祉

課程コースについても特色ある学校づくりの一環ということで、地域で応援す

るというかたちで行っていることから、任意のコースというようなことでござ

いますので、なかなかそういった該当する補助金がないということでございま

す。しかしながら皆さんもご存じのとおり、特別交付税というのがございます

が、これは年２回交付されますが、全体の地方交付税の６％分が特別交付税と

いうことで、全道、全国各地に配分されますが、その年の災害だとかいろんな

ことに調整されながら配分されますが、この特別交付税については１２月につ

いては一定のルールできますけども、３月の部分については、そういったこの

ような特殊なケース、そういった一般財源を投入する事業の財源についてはこ
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ういうことで追加財政として対応してますというようなことで３月交付につい

ては、各々ものについてはいくらということではございませんけれども、どれ

だけ、地域の個性あるまちづくりをしているか、その特殊財源をみながら３月

の交付税については調整されてございますので、ご理解を願いたいと思います

し、当然これから特色ある地域づくりをするためには、やはり、こういったこ

とが必要になろうと思いますので、必要なことについては、町村会を通じなが

ら、また国に訴えていきたいというふうに思ってございますので、よろしくお

願いしたいと思います。 

議長 ほかございますか。１番櫻井議員。 

１番 

櫻井議員 

今千葉議員のほうからも出ましたけど、国、道がインクルーシブ教育というも

のを進めていながら、実際今千葉議員が言ったように教室等の増設の部分でお

金が出ないということなんでね、なるべく早い時期に制度化するために、町村

会通じてなんとか国、道のほうに申し入れていただきたいと思いますのでよろ

しくお願いします。 

議長 今の町長の答弁のなかで一部述べられていたかなというふうに思いますが、そ

れでよろしいですか。ほかに。１番櫻井議員。 

１番 

櫻井議員 

５ページの２款１項９目１９節で民間賃貸集合住宅整備費助成金であります

が、いま町内の全体で１２戸ということでありますが、これ最終的に何戸分が

そろえばこの制度をやめていこうというか、考え直していこうというお考えが

あるのかその辺伺いたいのですがいかがでしょう。 

議長 まちづくり課長。 

ま ち づ く

り課長 

お答え申し上げます。総合計画の計上で、昨年ローリングで初めて計上させて

いただいておりまして、いま考えているのは、時限的な制度というようなこと

も考えてございまして、１年間１０戸程度の建設を支援できればなというふう

に考えてございまして、当面３か年ということで３０戸を目標とさせていただ

いているということもございますので、今年度１２戸が建設されたということ

もありますので、この辺の動向をみながら、さらに戸数等も検討させていただ

ければなというふうに思っております。 

議長 ほか、ございますか。質疑を終了します。次に、討論を行います。反対討論は

ありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。それでは、採決を行います。本案について原案のとおり
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決定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。従って、日程第４、議案第１号平成２５年度平取町一般会計補

正予算第１１号は原案のとおり可決しました。

日程第５、報告第１号、日程第６、報告第２号の請願審査の結果報告について、

以上２件を一括して議題といたします。常任委員長からの審査報告につきまし

ては、お手元の議案のとおりであります。これから質疑を行います。質疑はご

ざいませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論はありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。 

日程第５、報告第１号について採決を行います。本件に対する委員長の報告は

採択です。委員長の報告どおり採択とすることに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。従って、日程第５、報告第１号は報告どおり採択と決定しまし

た。 

日程第６、報告第２号について採決を行います。本件に対する委員長の報告は

採択です。委員長の報告どおり採択とすることに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。従って、日程第６、報告第２号は報告どおり採択と決定しまし

た。 

日程第７、行政報告を行います。第５次平取町総合計画実施計画ローリングに

ついて。はじめに事業実施計画に係る各会計財政計画の１ページ、２ページ、

一般会計の財政計画について報告願います。まちづくり課長。 

ま ち づ く

り課長 

それでは第５次平取町総合計画の実施計画ローリング、平成２６年度から２７

年度の事業に係る財政計画をご説明申し上げたいと存じます。まず説明の仕方

でございますけれども、事前にお配りしております、各会計の財政計画をそれ

ぞれの担当からご説明をさせていただきたいと存じます。その後に各事業に係

る説明を申し上げたいというふうに考えてございます。一般会計説明の前に若

干、これまでの審議会の経緯等をお知らせさせていただきたいと存じます。今

回、平成２６年度から２７年度の実施計画のローリングにつきましては、昨年

１２月６日、１２月２６日、１月１０日と３回の審議会を設けて、協議を行っ

てきたというところでございます。今日、その内容につきまして議会にもご説

明を申し上げ、ご意見を賜りたいというふうに考えてございますので、よろし

くお願いしたいと存じます。また、資料といたしましては審議会や自治会等で

の説明会などで実施計画に対する意見等も冊子にして配布をさせていただいて

おりますので、ご一読いただければというふうに考えております。それでは財
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政計画の一般会計からご説明申し上げますのでよろしくお願いしたいと存じま

す。また説明につきましては来年度の予算の基礎となります、平成２６年度の

数値を主にご説明をさせていただきたいと思います。それでは、一般会計の財

政計画の歳入から説明いたします。２６年度町税でございますが、これは４億

８５５０万の計上となってございまして、これらは前年度決算見込みの数値を

もとに、推計をしているところでございます。続きまして、地方譲与税でござ

いますが、自動車重量譲与税及び地方揮発油譲与税の２６年度見込み額、それ

から地方財政計画の状況から推計いたしまして、自動車重量譲与税等が消費税

法の改正から廃止になるということもございまして、２７年度につきましては

その分の減少で５５２０万というような推計をしてございます。次に交付金で

ございますが、これは地方消費税交付金、自動車取得税交付金などの２５年度

決算見込みから、地方財政計画、消費動向等による増税前の駆け込み需要など

も考慮いたしまして、２６年度は７９２０万円と推計し、その後、消費税引上

げに係る増を見込みまして、２７年度は８千万円というふうに見込んでござい

ます。次に、普通交付税でございますが、これは現在把握可能な単位費用等に

よりまして、各年度の推計により算出した数値となってございます。平成２６

年度は２８億円、対前年比５．２％の減というふうに見込んでおりまして、こ

れは地財計画上でも１７６９億円の減、１．０％の減というような内容になっ

てございます。またその後も現在把握できる情報を算定基準に当てはめて推計

しておりまして、２７年度は２６年度対比で１．７％減の２７億５千万という

ふうに見込んでございます。次、特別交付税でございますが、前年度決算から

見込んでおりまして、２６年度は有害獣の侵入防止柵の整備事業分がなくなる

ということもございまして、３億５千万というふうな推計になってございます。

２７年度も同額を見込んでございます。次に分担金負担金ですが、保育料等の

積算により算出してございまして、２５年度決算額をベースに２６年度児童の

数の推移等から３１０５万７千円を見込んでおります。２７年度もほぼ同額を

見込んでおります。使用料及び手数料でございますが、これも決算見込みから

２６年度は博物館の使用料などが若干減ということで、１億１３７５万６千円

を見込んでございます。国庫支出金でございますが、現行制度での交付見込み

額を把握いたしまして、障害者の自立支援給付金負担金それから常設保育所運

営費などの増を見込みまして、２６年度は２億９９１万３千円を見込んでおり

ます。道支出金につきましても同様の推計をしておりまして、自立支援給付金、

常設保育所の運営費などをここでも見込んでおりまして、２６年度１億７６１

１万４千円を見込んでおります。それ以降も同様の方法で推計をしてございま

す。財産収入につきましては、これも２５年度決算見込みから推計をしており

まして、２６年度は４２１０万７千円を見込んでおります。繰越金は過去の決

算数値から毎年定額ということで、８千万円を見込んでございます。諸収入等

でございますが、これは貸付金元利収入などこれも決算見込みから２６年度以

降推計をしてございまして、２６年度といたしましては１億１９９８万９千円
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を見込んでございます。基金繰入金でございますが、これは投資的経費の収支

の調整ということで計上させていただいておりまして、平成２６年度は投資で

２１事業、計上で１事業の２億円を充当するというような計画になってござい

ます。１４番の投資的経費の特定財源は後ほど説明いたします事業の特定財源

の総額をここに再掲しているというところでございます。１５番目の町債でご

ざいますが、これも後ほど説明する各種事業に充当する財源と、起債となって

ございまして、２６年度は４億８８３０万円を見込んでございますが、このう

ち地方交付税的な性格を持ちます臨時財政特例債の額でございますが、このう

ち、２６年度は２億円を見込んでございまして、それ以外の起債２億８８３０

万円は町道整備事業などに充当するといった予定になってございます。続きま

して歳出でございます。１番人件費でございますが、これは採用計画等を基本

に推計しておりまして、２６年度９億７９３７万４千円を計上しております。

２番物件費につきましては、２５年度の決算見込み、それから新規のところで

は小中学校の特別支援員、それから小中学校の教材費、知事、道議、農業委員

会費の選挙費等が増加となるということで積算をしておりまして、２６年度８

億３７１０万８千円を計上しております。維持補修費につきましても２６年度、

今後施設補修費の増加傾向が見込まれるということでございまして、決算見込

みより６．５％程度増ということで、７１８２万４千円を計上しております。

扶助費につきましては、これも決算見込みから推計をしておりまして、障害者

自立支援費の負担金、それから保育所運営費等が増ということで、３億９９７

１万６千円を計上しております。補助費等につきましては、各年度、衛生施設

組合、消防組合の負担金の状況等を加味して計上してございまして、平成２６

年度５億８千万を計上しております。公債費につきましては新規起債等を見込

みまして、償還台帳数値から推計をさせていただいております。平成２６年度

７億８９４２万１千円を見込んでおります。次に積立金でございますが、平成

２６年度以降は基金利息プラス条例積立を見込んでございます。８番貸付金等

でございますが、これは商工関係の中小企業関係融資預託金、生活貸金など前

年度の実績を見込みまして、平成２６年度は２９０６万円を見込んでございま

す。それから、繰出金でございますが、これから説明をいただく各会計の繰出

金の総額をここに計上してございます。それから最後に投資的経費ということ

で、これも後ほど説明いたします実施計画の総額の数値をここに計上している

ということでございます。これら歳入歳出の内容によりまして、平成２６年度

予算規模でございますが、これからさらに編成に向けての精度を高めるという

ことになりますけども、予算規模といたしましては、５７億円台になるという

ような見込みになってございます。それからその下のほうでございますが基金

残高という欄がございます。これは各年度の事業執行のために取崩しを行った

場合の残高を記載してございます。第５次の総合計画の最終年度２７年度には

現在の基金残高が２１億６１７万１千円になるというような推計でございまし

て、昨年度審議会でお示しした金額より約１億円程度が増えるというような推
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計になってございます。これは普通交付税が毎年一定程度確保し交付されると

いうような状況が続いておりまして、こういった傾向がある程度期待できるか

なということで想定をさせていただいております。起債残高でございますが、

これも新たな起債、それから臨時財政対策債などの借入れを考慮いたしまして、

さらに償還金を差し引いた、起債の残高ということになってございます。最終

年度２７年度末には、５９億７６６８万８千円ということになっておりまして、

これは、今年度２５年度でびらとり温泉に係る起債が計画よりも増したという

ようなことで、昨年示した数値よりは６億５千万程度増になるといったような

推計になってございます。債務負担行為の残高には新たな負担、パソコン等の

償還等も加味しまして新たに推計をさせていただいております。以上で一般会

計の財政計画の説明に代えさせていただきます。 

議長 次に３ページ、４ページの国民健康保険事業及び後期高齢者医療事業の会計収

支についてご報告願います。町民課長。 

町民課長 それでは、国民健康保険事業会計についてご説明いたします。まず、平成２５

年の決算見込みでございますが、これは１１月末現在で記載しております。保

険税は収納率９５％を見込んでおりまして、合計が７億８１８４万１千円、支

出につきましては保険給付費が多少増になっておりまして、合計７億６３６１

万１千円で１８２３万円が次年度繰越金の予定でございます。ただ、保険給付

費につきましてはあと３か月分ございますので、多少金額の変更があります。

それでは、平成２６年度の予算についてご説明いたします。まず、歳入につき

ましてですが、１の国民健康保険税ですが、前年の実績を考慮しまして医療給

付費、後期高齢者支援金、介護納付金合わせまして、２億２千万を見込んでお

ります。２．国庫支出金ですが、それぞれの医療費、医療給付費、後期高齢者

支援金、介護納付金を含めた費用のなかの３２％が補助されます。それと高額

医療費、それから財政調整交付金とを合わせまして、１億６８００万円を見込

んでおります。３．療養給付費交付金ですが、これは退職者被保険者のもので

ございまして、６１歳から６４歳の医療費分が助成されるということになりま

して、２８００万円の見込みでございます。４．前期高齢者交付金ですが、こ

れは前期高齢者６５歳から７４歳の被保険者に対しまして社会保険診療報酬支

払基金から交付されるものでございます。これは保険給付費にあてられるもの

でございまして、１億４８００万円を見込んでおります。次に５の道支出金で

ございますが、これは医療費に対して高額医療費が発生した場合に助成される

ものでございまして、５６００万円を計上しております。次、６の共同事業交

付金ですが、これにつきましても、共同事業の拠出金に対しまして高額医療が

発生した場合に交付されるものでございまして、８千万円の計上であります。

７．財産収入ですが、これは基金利息４万円の計上であります。２５年の今現

在の基金でございますが、３１２６万８千円程度ございます。次、８の繰入金
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でございますが、まず一般会計からの繰入金ですが、これは４１９４万円を見

込んでおります。これにつきましては国の法定ルールに基づいた交付金でござ

います。それと、平成２６年度につきましては基金１千万円を繰り入れる予定

でございまして、５１９４万円を見込んでおります。９の繰越金でございます

が、１８２３万円を見込んでおります。次に１０の諸収入でございますが、こ

れにつきましては利子延滞金等を含めまして１０万円を見込んでおります。歳

入の合計が７億７０３１万円を見込んでおります。続きまして、歳出でござい

ますが、１の総務費ですが、これは国保事業を運営するための経常的経費でご

ざいまして、１千万円の計上であります。２の保険給付費ですが、これは、療

養給付費で、医療費、出産育児一時金、それから葬祭費を含めまして４億９２

３５万５千円を計上しております。これにつきましては平成２５年度の高額医

療等も含めまして、決算見込み額程度を見込んでおります。次に３の後期高齢

者支援金ですが、これにつきましては後期高齢者の医療の伸びがございまして、

１億１千万円の計上でございます。次、４．前期高齢者納付金ですが、これに

つきましては制度を支えるための事務費等の拠出金でございまして、１１万円

の計上であります。５の老人保健拠出金でございます。これは平成２０年度に

後期高齢者がスタートしておりますが、その段階での医療費の精算にかかる拠

出金でございまして、また経過措置ということもありまして、５千円の計上で

あります。次に６．介護納付金でございます。これは、介護保険制度を支える

仕組みでございまして、４５００万円の計上であります。次、７．共同事業拠

出金でございます。これは高額医療の発生に伴いまして運営の基盤の安定化を

図るために設けた制度でございまして、１億円の計上でございます。次に８番

の保健事業費ですが、これは特定検診、それから特定指導に対する事業でござ

いまして、２８０万円の計上であります。次、９の基金積立金でございますが、

これは基金の利子でございまして、４万円の計上をしております。１０．諸支

出金ですが、これは、直診施設、国保病院の繰出金でございまして、救急患者

受入れの事業費等に充てるものでございまして、１千万円の計上であります。

歳出の合計が７億７０３１万円の計上でございます。 

続きまして、後期高齢者の医療会計についてご説明いたします。４ページでご

ざいます。まず平成２５年度の決算見込みでございますが、歳入につきまして

は、保険料が当初予算に対しまして前々年度の所得を基にして試算しておりま

して、２５年度につきましては多少の減額となっておりまして、７３４９万２

千円でございます。歳出につきましては、後期広域連合の納付金について、保

険料が減額の分減額になっておりまして、７３４９万２千円ということになっ

ております。歳入について、ご説明いたします。まず、１の後期高齢者医療保

険料でございます。これにつきましては、前々年度、２４年度の所得が基準に

なっておりまして、５２７５万５千円を見込んでおります。２の使用料及び手

数料でございますが、これは５千円の計上です。３の繰入金でございますが、

一般会計からの事務費の繰入金６３４万６千円、それと、保険基盤安定繰入金
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１８６６万１千円含めまして、２５００万７千円を計上しております。次、４

の繰越金でございますが、これにつきましては０でございます。５の諸収入で

すが、これは延滞金等でございまして、４千円の計上でございます。歳入の合

計が７７７７万１千円でございます。次に歳出でございますが、１の総務費で

すが、これは一般的な経常経費でございまして、３６０万２千円の計上であり

ます。昨年ですね、システムの機器の更新がございまして、２５０万程度減額

になっております。次、２の後期高齢者医療広域連合納付金でございますが、

これにつきましては事務の負担金分、保険基盤安定負担金分、それと保険料分

を含めまして、７３７６万１千円の計上でございます。３の諸支出金等でござ

いますが、これは保険料の還付金等でございまして、８千円の計上でございま

す。次、４の予備費は４０万円を計上しております。歳出の合計が７７７７万

１千円でございます。以上で、特別会計の国保、後期高齢者分の説明を終わら

せていただきます。 

議長 次に５ページの介護保険事業会計収支について。保健福祉課長。 

保 健 福 祉

課長 

介護保険事業特別会計の収支計画につきまして、平成２５年度決算見込みと２

６年度計画を中心に、その概要をご説明申し上げます。５ページ、介護保険事

業会計収支をご覧いただきたいと思います。平成２５年度決算見込み額は歳入

計４億２８７８万９千円に対しまして、歳出計におきましてもその同額を見込

んでございます。平成２４年度決算額に比較して歳出において、５３００万円

あまり増加する予定でありますが、これは平成２５年４月に認知症グループホ

ームが事業を開始したことにより、保険給付費が増加したことが主な理由であ

ります。次に、平成２６年度見込みについてご説明申し上げます。はじめに、

下の段、歳出をご覧ください。１．総務費１１１０万７千円、２．保険給付費

４億８３７万円、３．地域支援事業費９８８万円、５．基金積立金９万５千円、

歳出計４億２９４５万２千円と見込んでおります。次に上の段、歳入の主なも

のといたしまして、１．介護保険料５４０９万８千円、３．国庫支出金１億６

７９万８千円、４．支払基金交付金１億１９１４万円、５．道支出金６３９１

万１千円、７．繰入金８３７８万３千円、諸収入１６２万５千円で、歳出計が

４億２９４５万２千円となり、収支同額といたしてございます。歳入歳出にお

いて、２６年度は、２５年度見込みと比較し６６万３千円の増加となり、ほぼ

前年度同額に近い数字で推移するものと見込んでおります。歳入に関しまして

は、６５歳以上の方からいただく介護保険料につきまして、その負担を軽減す

るために２６年度一般会計繰入金と基金繰入金の合計で８３００万円あまりを

町が負担することによりまして、１人当たり月平均３千円の保険料を保つこと

としておりまして、この料金は平成２４年度から２６年度までの第５期介護保

険事業計画期間３か年を通じて維持しようとするものであります。平成２７年

度の収支の各会計につきましては、２６年度とほぼ同様の計画といたしており
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ますが、歳入につきまして、将来の会計維持のために、基金繰入れを抑える必

要があること、並びに平成２５年からスタートした認知症グループホームの事

業に対する保険給付費の増加に対応するため、第６期の計画が始まる２７年度

からの介護保険料については、これを引き上げざるを得ないものと見込んでお

ります。なお、平成２７年度以降の介護保険料を含む事業計画につきましては、

２７年度から２９年度までの３か年の収支見込みの推移を慎重に見きわめた上

で、第６期介護保険事業計画を策定する平成２６年度中に決定をいたしますが、

今後、介護サービスの充実を検討するなかで高齢者の生活の貴重な年金のなか

からいただく介護保険料の急激な増高も抑える、またそれには町の財政負担も

伴うという、この相反する命題を十分に考慮しながら今後平取町の現状に合っ

た介護保険事業を総合的に検討してまいりたいと考えております。介護保健事

業会計収支計画については、以上でございます。 

議長 次に６ページの簡易水道事業の会計収支について。建設水道課長。 

建 設 水 道

課長 

それでは、簡易水道事業会計の収支につきましてご説明申し上げますので、６

ページをお開き願いたいと思います。まず最初に平成２５年度の決算見込みの

欄をご覧いただきたいと思いますが、歳入歳出それぞれ合計で２億９８９４万

４千円を見込んでおります。平成２６年、２７年度の予算につきましては、総

合計画に掲載しております事業を反映させた収支計画となってございます。平

成２５年度と比較して大きく変わるところだけご説明をさせていただきたいと

思います。まず歳入ですが、歳入の１．使用料における増でありますが、平成

２６年４月より消費税率が５％から８％に改定されること、さらには、平成２

７年１０月より消費税率が８％から１０％に改定されることによるものでござ

います。歳入の５．国庫支出金でありますが、平成２３年度より毎年５千万円

ほどかけまして、水道管の敷設替工事を行ってきておりますが、本管から各家

庭へ引き込む給水管の敷設替工事は補助対象外となっておりますが、平成２６

年度、２７年度の予定工事箇所につきましては、給水管の敷設替工事がほとん

どなく、事業費の総額が補助対象となることから、２６０万円ほどの増となっ

てございます。歳入の７．繰入金の①一般会計繰入金でありますが、歳出の総

額に対し、財源不足を一般会計繰入金に求めたものでありまして、平成２６年

度、２７年度と２千万円ほど増えておりますが、理由につきましては、振内橋、

貫気別橋架替工事に伴う水道管添架工事費のうち補償費を差し引いた町負担分

の金額でございます。歳入の９．町債でありますが、平成２６年度６千万円ほ

ど減となっておりますが、理由といたしましては、平成２５年度びらとり温泉

改築に伴う配水池の増設工事が終了することによるものでございます。歳入の

１０．諸収入の①受託工事収入において平成２７年度２８２０万円の増となっ

ておりますが、これは振内橋架替工事に伴う水道管添架工事の移設補償費であ

ります。次に、歳出でありますが歳出の１．総務費でありますが、②その他で
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平成２６年度より１００万円ほど増となっていきますが、これは消費税率改定

に伴う分が増えることによるものでございます。歳出の２．事業費であります

が、③の建設改良費において平成２６年度５千万円ほど減りますが、歳入の町

債のところで申し上げましたとおり、びらとり温泉改築に伴う配水池の増設工

事が２５年度で終了することによるものであります。④の受託工事費において、

平成２７年度５千万円ほど増となっておりますが、これにつきましては受託工

事として、振内橋架替工事に伴う水道管の添架工事が行われることによるもの

でございます。歳出の３．公債費でありますが、貫気別簡易水道の改修工事、

本町簡易水道の配水管敷設工事に伴う起債の元金の償還が始まることから、平

成２６年度以降も毎年増えていくものでございます。以上で簡易水道事業会計

の収支についてご説明を終わらせていただきます。 

議長 次に７ページ、国民健康保険病院事業の会計収支について。病院事務長。 

病 院 事 務

長 

それでは国保病院事業会計収支見込みについてご説明いたします。記載してお

りますのは、平成２３年度、平成２４年度の決算額、平成２５年度の決算見込

み額、そして平成２６年度から平成３０年度までの見込み額でございます。そ

れでは初めに平成２５年度の決算見込み額についてご説明をいたします。収益

的収支の収入につきましては６億７５９１万９千円、支出につきましては６億

７５９２万２千円で当年度の純利益につきましては３千円の損失となっており

ます。特別損失を伴わない経常損益につきましては６８万９千円の利益を見込

んでおります。次に資本的収支の収入につきましては、収入が９５４万８千円、

支出につきましては１３９４万８千円で、差し引き収支不足額が４４０万円と

なっておりますが、この不足額につきましては減債積立金を充当予定としてお

ります。なお資金不足比率につきましては１．７％を見込んでおります。次に

平成２６年度から平成３０年度までの収支見込みについてご説明いたします。

収益的収支の収入につきましては、平成２６年度で６億８５７８万４千円、平

成３０年度で７億２７８６万円を見込んでおります。支出につきましては、平

成２６年度で６億９３７０万５千円、平成３０年度で７億４２６３万６千円を

見込んでおります。経常損益につきましては、平成２６年度で７４２万１千円

の損失、平成３０年度で１４２７万６千円の損失を見込んでおります。資本的

収支につきましては、平成２６年度、平成２７年度につきましては今回総合計

画計上の２事業を見込んでおり、平成２８年度では本体工事費、平成２９年度

は付帯工事費の概算事業費を計上しております。なお病院の改築事業につきま

しては昨年国保病院改築検討委員会を設置し、現在検討中となっております。

検討内容につきましては基本構想として取りまとめ、町長に提出する予定とな

っております。以上、国保病院事業会計の収支見込みのご説明とさせていただ

きますので、よろしくお願いいたします。 
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議長 休憩します。再開は、５５分にしますか。 

 （休 憩 午前１０時４０分） 

（再 開 午前１０時５５分） 

議長 再開します。続きまして、平取町事業実施計画書について報告願います。まち

づくり課長。

ま ち づ く

り課長 

それでは第５次の平取町総合計画実施計画書、後期５ヶ年計画ローリング平成

２６年から２７年度の事業につきまして、ご説明申し上げます。事業数も多い

というようなこともございますので、説明といたしましては主に新規事業もし

くは基金充当事業、それから事業費の大きな事業等につきまして選択をして説

明をさせていただきたいと存じますので、ご了承願いたいと存じます。それで

は１ページをお開き願います。１番、二風谷小学校校舎・屋体整備事業でござ

いますが、これは昭和６１年度に改築いたしました二風谷小学校でございます

が、既に２７年が経過しているということもございまして、外壁及び屋根の改

修をするということになってございます。校舎・屋体外部改修ということで、

平成２６年度１２００万円を計上してございます。次に、３番、平取中学校前

庭舗装整備事業、これは新規事業ということで、平取中学校の前庭が一部砂利

道の部分がございまして、ここからの飛び石によりまして、設置しております

太陽光パネルが破損するといったような状況が発生しておりまして、この間を

舗装して太陽光のパネルの維持管理を図るというようなことを目的に前庭舗装

１００メートル、２６年度１００万円を計上してございましてこのその他財源

はダムの基金を充当する予定でございます。次に、５番目、小学校教育環境整

備事業ということでございまして、これは平取小学校で使用しております椅子

と机の破損が多いということと、児童の成長にあわせた机、椅子に更新をする

ということで、２６年度３５０万円を計上して１５０組を購入する予定でござ

います。その他の財源はダムの基金でございます。次に、７番目、新規事業で

ございますが、小中学校の児童・生徒用のパソコンの更新ということでござい

まして、これはＯＳの WindowsXP のサポートが今年終了するということからウ

イルス感染対策等でパソコンの更新が求められているということもございまし

て、これは、いわゆるリースといいましょうか、債務負担行為で整備を図ると

いうことになってございます。２６年度は小学校５校の９４台、中学校２校の

５４台ということになっておりまして、最初の債務負担行為としては７万１千

円の計上ということになってございます。続きまして、１０番、バス停留所の

整備事業でございますが、これも昨年に引き続きまして、バス停留所建て替え

ということで、２棟を２６年度に予定しておりまして、２１０万円の計上、そ

の他財源はダムの基金を充当してございます。１１番目、学校敷地排水整備事

業ということで、これは貫小の排水整備ということで、排水路の整備でござい
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まして、延長が１８６メートル、３９０万円を計上してございます。これもダ

ム基金を充当する予定でございます。１２番、学校トイレ改修事業でございま

すが、これも継続事業ということで、トイレの改修で２６年度は貫小、振小を

それぞれ児童用、教員用を改修する、洋式トイレに改修するという内容になっ

てございます。２６年度８２０万円を計上いたしまして、これも８００万円の

ダムの基金を充当する予定となっております。１５番、中央公民館と町民体育

館駐車場整備事業、これは２７年度事業でございますが、２７年度３千万円を

計上するということで、駐車スペースの拡大を図るというような事業でござい

ます。これは３千万円をダム基金で充当する予定となっております。１７番、

町民体育館のトイレ改修事業、これは町民体育館、振内青少年会館のトイレを

洋式トイレに改修するというようになってございます。２６年度２０４万円、

これも２００万円のダム基金を充当するといった内容になっております。１８

番、新規事業でございますが、町民グラウンド改修事業ということで、これは

各種大会、野球の大会等が開催されているということで、グラウンド等の排水

対策といいましょうか、その辺を主に整備するということでございまして、２

６年度は基本設計３００万、２７年度に本工事ということで、８千万円を計上

してございます。１９番、これも新規事業、振内地区の体育施設の改修事業と

いうことで、これは２７年度事業でございますが、振内のカーリング場の屋根

の改修ということで２００万円を計上しております。次のページ、３ページ、

４ページをお開き願います。２６番、アイヌ伝統工芸品産業振興支援事業とい

うことでございまして、これは伝統工芸品の工芸家の高齢化等が進みまして、

その辺の継続的な伝承等に係る事業ということでございまして、新商品の開発

ですとか、需要開拓、産地プロデューサー事業といったものを展開するという

ことで、事業主体といたしましては二風谷民芸組合となっておりまして、平取

町の負担として５００万円、そのうち３００万円をダムの基金ということにな

ってございます。このような事業で上段に括弧書きで２段になっている事業が

ございますが、これは事業主体が平取町以外というような事業でございまして、

その事業主体で行う全体事業費を括弧書きで記載しているといった内容ですの

で、ご理解をお願いしたいと思います。次に３５番目でございますが、新規事

業でございまして、二風谷地区の再整備計画策定事業ということでございまし

て、アイヌ文化の象徴的空間の整備というようなことで、白老町での整備等が

始まるということで、そういうような関連整備ということで、平取町もそれを

意識した二風谷地区の再整備を求められているというようなことで、基本的な

計画を策定するといった内容で、２６年度３００万円を計上してございます。

３８番、新規事業、沙流ユーカラ街道シャトルバス運営事業ということで、シ

ャトルバスの運行、シンポジウムを開催する内容といたしまして、事業主体は

沙流ユーカラ街道活性化協議会ということになってございまして、全体事業費

としては５００万、平取町負担としては１２万５千円を２６年度に計上してご

ざいます。３９番、新規事業でございますが、文化遺産を活かした地域活性化
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事業ということで、先ほどの補正でも説明申し上げましたが、平取町アイヌ文

化振興推進協議会が実施する事業ということになっておりまして、この時点で

は町の持ち出しなしで直接この協議会が国の補助制度を利用して事業を行うと

いうことになっておりまして、地域の文化遺産の次世代への継承のための事業

等を実施するといった内容になってございます。続きまして、５ページ６ペー

ジをお開き願います。４２番、平取ダム建設に伴う埋蔵文化財調査事業という

ことで、２５年度に引き続きまして２６、７も発掘調査が行なわれるというこ

とでございまして、豊糠８遺跡ということで、２６年度７０４２万５千円を計

上しておりまして、これは国の委託事業ということでそのほとんどが国からの

委託、財源等も含めて委託で行う内容というふうになってございます。４４番、

平取ダムの地域文化調査事業ということで、これも平取ダムの建設に伴いまし

て、継続的に行われている調査ということで、アイヌ文化の環境保全に対する

調査等を実施するということで、２６年、２７年度３６５０万、これも全額国

の交付金で行うという内容になってございます。４５番、地域文化資源等ネッ

トワーク形成事業ということで、これは昨年度から実施しております、第２次

の地域おこし協力隊等にかかる経費ということでございまして、２６年、２７

年度２２５０万円を計上してございます。続きまして、７ページ８ページでご

ざいます。このページにつきましては、４９、新規事業でございまして、子育

て支援対策事業ということで、保育所緊急整備事業ということで、振内保育所

の改修事業ということで、遊戯室及び事務室の改修を実施する予定でございま

して、事業主体としては振内福祉会でございます。全体事業費として２６年度

６４８万円、町の負担として４８６万円の事業でございます。続きまして、９

ページ１０ページ目でございますが、５４番、中山間地域の直接支払交付金事

業ということで、これも引き続きということで、耕作放棄地の発生防止活動と

いうことで、５２１４万４千円を計上しておりまして、その他財源１３００万

円はダム基金を充当する事業になってございます。続きまして、５６番、中山

間地域の総合整備事業ということでございます。これも継続事業ということで、

２６年度もそれぞれの地区で事業が行われるということになってございまし

て、一番下の営農用水の配水施設というような事業がございまして、これに関

連して、このその他の１８２１万円の財源がございますが、このうち１８００

万円を財政調整基金の充当で実施するといった内容になってございます。６２

番、農業研修生受入対策事業ということで、これは新規事業ということでござ

いまして、農業研修生の指導謝金、これは従来ですと道の事業というようなこ

とでの取り組みでしたが、制度が改正されたということで、町が単独で実施す

るといった内容の事業でございます。２６年度１２８万円を計上しているとこ

ろでございます。続きまして６４番、青年就農給付金事業でございますが、こ

れは２５年度途中で補正をさせていただいたという経緯もございますが、新規

就農に関する国の助成制度ということで、新規就農者９件、経営継承者３件で

１８００万円を計上してございます。６６番、特産物消流対策事業ということ
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で、これも継続事業でございますけれども、販売促進のイベントということで、

トマト・和牛フェア開催事業ということで、２６年度２００万円を計上してい

るというところでございます。１１ページ、１２ページでございます。７０番、

町営牧野整備事業ということで、これも継続事業で車両リース料、それから草

地整備、川向牧野の水飲場の整備といった内容で、２６年度１２５２万４千円

を計上しておりまして、その他財源１２００万円はダム基金を充当する予定で

ございます。７１番、町営牧野鹿柵整備事業でございます。これは牧野内の鹿

柵整備ということで、延長１８４７メートルの設置ということで、７３２万７

千円を２６年度で計上してございまして、このその他財源の３００万はダム基

金を充当する予定となっております。７３番、民有林活性化推進事業というこ

とで、これは民有林の活性化のための事業ということで造林、間伐、下刈等の

事業を実施するということで、２６年度、２７年度１１００万円を計上してお

りまして、その他財源７００万円はダム基金を充当する予定でございます。７

４番、奥地林道ヌタップ線改良事業、これは改良事業ということで、法面改良、

面積で９６６平米ということで、２６年度３５７０万円を計上しております。

このその他財源の１千万円は、同じくダム基金を充当する予定でございます。

８２番、住宅リフォーム促進助成事業ということでございまして、これも非常

に毎年度申請件数が多いということで、昨年までは２６、２７と１０件分の計

画計上となっておりましたが、そういったニーズの多さに対応するということ

で、２６、２７と１５件分の助成事業ということで６００万円ずつを計上させ

ていただいております。８５番、新規でびらとり温泉改築記念事業ということ

で、２６年度開設いたします、びらとり温泉のオープニングイベントというこ

とで、１００万円を計上しております。８６番、これも新規事業、観光振興事

業ということで、内容といたしましてはご当地キャラクターの作成事業という

ことで、２６年度１５０万円を計上しております。続きまして、１３、１４ペ

ージでございます。９０番、川向学校シラウ川線の改良事業でございます。２

６年度拡幅改良ということで２７５メートルを予定しております。事業費は２

５００万、その他財源としてはダムの基金８００万円を充当する予定でござい

ます。９２番、荷負本村線改良事業、２６年度で完了ということでございまし

て、７２８０万円を計上しております。９３番、荷菜原田分譲１号・２号線改

良舗装事業ということで、２６年度３８００万円を計上し、１号・２号線の改

良舗装を実施する予定でございます。９４番、本町山岸分譲線改良舗装事業と

いうことでございまして、これは２６年度調査設計、改良舗装を実施するとい

うことで、１３００万円の計上となってございます。９７番でございますが、

貫気別市街の排水路整備ということでありまして、これは２７年度の計上にな

っておりますが、市街地の道道整備に伴う排水路整備ということで、調査設計

２７年度５００万円を計上しております。９８番、振内市街川沿線の道路整備

事業ということで、２６年、２７年継続事業ということで、２６年は７６０万

円計上で、縁石の取替え、排水整備、オーバーレイ等を内容として予定してご



- 19 - 

ざいます。１００番、荷菜牧場線の改良舗装事業ということで、これは新規事

業でございまして、２７年度に５３０万円を計上してございます。１０１番、

これも新規事業になりますが、荷菜地区の三浦分譲地のなかの道路ということ

で改良舗装事業ということで、調査設計改良舗装で２７年度に２７５０万円を

計上しております。１０４番、道路ストック点検事業、これも２７年度の事業

でございますが、道路施設の点検等を行うということで、１千万円を計上させ

ていただいております。続きまして、１５、１６ページでございますが、１１

０番、小規模治山事業でございます。これは２６年度から貫気別の丸山地先を

実施するということで、２６年度２４００万円の計上というふうになってござ

います。１１８番、ニセウエコランド改修事業でございまして、これは２６年

度の事業ということで、公園内の散策路の橋の改修を主に実施するということ

で１５０万円の計上になっております。このその他の財源１００万円は、ダム

基金の充当ということになっております。その下１２０番、これも新規事業で

ございますが、平取町親水公園の水中ポンプ取替えということで、老朽化のた

めのポンプの取替えということで、２６年度１７６万１千円を計上してござい

ます。その下、１２１番、防犯灯ＬＥＤ整備事業ということで、これも継続事

業になっておりますけれども、２６年度２３０基分、１千万円を計上してござ

います。この５００万円は、ダム基金の充当ということになってございます。

１２２番、斎場施設整備事業ということで、２６年度は駐車場舗装、斎場の屋

根の葺き替えということで、７８５万円を計上してございます。次に、１７ペ

ージ、１８ページ目でございます。１２６番、公営住宅大規模改修事業でござ

います。これは毎年、同じ内容で計上をさせていただいております。２６年度、

２７年度とも１２００万円ということで、これも両年度とも、ダム基金を充当

して実施する内容となっております。１２７番、町有建物整備事業ということ

でございまして、これは川向の旧教員住宅がかなり老朽化が激しいということ

で、すでに解体するしか方法がないということで２６年度解体するということ

で１００万円、２７年度につきましては、長知内の旧教員住宅の解体も予定を

しているといったところです。次、１２８番、分譲宅地提供事業ということで、

すでに整備が進んでおりますけれども、二風谷の分譲宅地の整備事業というこ

とで、２６年度完成を見込んでおりまして、主に２６年度は宅地内の道路改良

舗装工事ということで、５９０１万円を計画しております。募集もあわせて新

年度開始しようというようなことでございまして、その分の収入、その他とし

て１０区画分、５００万円を予定をしているというところでございます。１３

２番、移住・定住関連事業、これは起業家支援対策事業ということでございま

して、これは新たな事業ということで平取町で新規に起業したいというような

方を支援する事業として、２６年度から開始したいというようなことで計画計

上しておりまして、一起業者に対して最大１００万の起業経費に関する支援を

実施したいというふうに考えてございます。次に１３３番、民間賃貸共同住宅

整備事業でございますが、これも今年度に続きまして、２６、２７と１０戸ず
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つの助成件数ということで、それぞれ２千万円を見込んで計上しております。

その他事業については、ダム基金を充当するということになっております。１

３４番の新規事業でございますが、外部専門家招聘事業ということで、これは

第２期の地域おこし協力隊等のアドバイスとかですね、その辺を主にやってい

ただくというようなことを業務として、外部的な専門家の立場でいろんなアド

バイスをしていただくというようなことを目的にしておりまして、財源として

は一般財源になっておりますけれども、この辺は全額特別交付税が充当される

といった内容になってございます。次に１３５番、生活雑排水の処理施設整備

事業ということでございまして、２６年度は振内地区の回転円盤の取替えとい

うことで、これは全町の施設に関しまして定期的に改修を行っているというこ

とで、２６年度は振内地区５３６０万円を計上しておりまして、５３００万円

につきましてはダムの基金を充当するという内容になってございます。とびま

して、２１ページ、２２ページでございます。１４２番、振内町民センター改

修事業でございまして、２６年度につきましては外壁の塗装ということで７０

０万円の計上、２７年度につきましては、地域要望が強いエレベーターの設置

というようなことも見据えて実施設計を行いたいということで、５００万円を

計上してございます。１４４番の荷菜研修センターの改修事業ということで、

これは研修センターの外壁塗装、玄関ホール等の床改修ということで、２６年

度５００万円を計上してございます。１４７番、新規事業でございますが、平

取町ホームページ改修事業ということで、２６年度新たにホームページを改修

するということで３５０万円を計上してございます。１５１番、教員住宅の解

体事業ということで、新規になってございますが、これは本町地区のすでにも

う使われていない場所でございますけれども、旧独身寮とその近辺にといいま

しょうか、それに付随する職員住宅１棟を解体する経費ということで７００万

円、２６年度で計上してございます。１６０番、庁内 LＡＮの更新事業という

ことで、新規でございますが、これは平成２０年度に庁内ＬＡＮを整備いたし

ましたけれども、すでに５年が経過したということで、サーバー等の機器の更

新を迎えたということで、５年リースということで新規計上にさせていただい

ております。１６１番、行政システム機器の変更事業ということでございまし

て、これも新規事業というような捉えで、システム機器が１８年度更新という

ことで、すでに７年経過しておりまして、またＯＳに関しましてはＸＰという

ようなことで、セキュリティーに不安があるというようなことから、更新をす

るといった内容になってございます。一般会計は以上でございまして、最後に

一部事務組合特別会計の事業をご説明申し上げます。２４ページでございます。

衛生施設組合につきましては、大きなものとして、１番の焼却施設の整備事業

ということでございまして、２６年、２７年と焼却施設に関する焼却炉の整備、

それから灰出装置等の整備を行うということで２６年２５００万円、２７年度

１３００万円を計上してございます。次に消防組合でございますが、２番の消

防無線デジタル化整備事業ということでございまして、２８年５月にデジタル
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化が完了しなければならないというようなことで、昨年２７年度に計上してい

た事業を１年前倒しというようなことで、２６年実施設計から本体工事までを

行うといった内容にしてございまして、２６年度事業１億９９８４万円を計上

しているところでございます。３番は空気呼吸器のボンベの購入、４番は洗車

機の更新ということになってございます。最後のページでございますが、水道

会計でございます。１番の配水管整備事業でございます。これは２６年度本町

地区の配水管整備ということで５７００万円、２７年度は貫気別地区というこ

とで５千万円をそれぞれ計上してございます。２番目の配水管長期整備計画の

策定事業ということで、これは全町を対象にした長期整備計画を策定するとい

うことで、２６年度、計画策定に要する経費２３０万円を計上してございます。

３番の量水器の更新事業は継続ということで、２６年度３００箇所分の１０５

０万円を計上してございます。最後に病院会計でございますが、１番医療機器

整備事業ということで、２６年度はマイクロ波治療器３００万円、２７年度湿

式ホットパック装置ほかということで２００万円を計上しているところです。

２番目の国保病院の改築事業ということでございまして、これはすでに検討も

始まっておりますけども、２６年度基本設計ということで、１２００万円、引

き続き２７年度実施設計ということで、５千万円の計上というふうになってご

ざいます。以上、平取町の総合計画実施計画の２か年度についてご説明申し上

げました。 

議長 報告が終わりましたので、第５次平取町総合計画について質疑を行います。質

疑の順序としては、はじめに事業実施計画に係る各会計財政計画を行い、続き

まして事業実施計画をページごとに行いますのでよろしくご配意願います。ま

た、実施計画の質疑は、１事業につき１人３問までとしますので、よろしくお

願いいたします。それでは各会計財政計画の一般会計から質疑を行います。一

般会計１ページ、２ページ。質疑ございませんか。なければ次に３ページ、国

民健康保険事業会計について。質疑ございませんか。なければ次に、４ページ、

後期高齢者医療事業会計について。６番千葉議員。 

６番 

千葉議員 

後期高齢者医療事業会計収支について、お伺いしたいと思います。歳入の５番

目にございます、諸収入のところの、いわゆるその延滞金等の部分の計上の仕

方なんですけども、これ、見込み額も含めて実績含めて数十万というかたちで

この２６年、２７年度４千円ずつの計上の根拠をご答弁いただきたいと思いま

す。 

議長 町民課長。 

町民課長 お答えいたします。４千円のことですが、まず延滞金１千円、保険還付金１千

円、還付加算額１千円、雑入１千円の計４千円ということで計上しております。
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議長 ６番千葉議員。 

６番 

千葉議員 

６番千葉です。今ちょっとはっきり聞きとれなかった部分あるんですけど、内

訳はそうなんでしょうけども実績、決算額、それから２５年度決算見込みでい

くと数十万というかたちが決算額として過去こういうかたちになってきてるん

ですけども。これは２６年、２７年の見込みとしてはですね、歳入の見込みと

してあげたんだろうけど、これはこういうかたちでしか計上し得ないものかな

っていうちょっと疑問に思ってるんですけども、その辺もうちょっと詳しく内

訳教えていただきたいと思います。 

議長 町民課長。 

町民課長 基本的にはまだ２５年の決算見込みということでございますので、実質的には

この金額的に見込みで１９万４千円というかたちで計上しておりますが、基本

的には０というかたちに、決算ではほぼ０というかたちになろうかなというこ

とで、こういう予算の組み方をしております。 

議長 ほかございますか。なければ次に５ページ、介護保険事業会計について。３番

四戸議員。 

３番 

四戸議員 

歳出のなかでちょっと伺いたいと思うんですけども、要するに５番目の基金の

積立金で、２４年度の決算ではこれ５００でいいんですか５４５万８千円で、

２５年度でだいぶ減って１８万８千円、２６年度では９万５千円、でまた２７

年度なってくると増えていくんですけども、この急に２６年度減った理由と今

後増えていく要素をちょっと教えてほしいと思います。 

議長 保健福祉課長。 

保 健 福 祉

課長 

基金の積立金につきましてはこれは２７年までの見込みの金額でございまし

て、金額等も少ない金額でありまして全体の数字の調整的な部分もございます

ので、特に明確に大きな理由があって上下するということではございません。

積立金の利子を基金に積むという内容でございます。 

議長 四戸議員。 

３番 

四戸議員 

あくまでも見込みという説明なんですけども、当然２５年度においても決算の

見込みということなんですけども、今聞いたのはですね、２６年度に見込みで

あっても、ちょっと減り方が多いのかなという感じしたもんですから、また２
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７年度なって増えていくからこの考え方はどうなのかなという質問だったんで

すけども。 

議長 

保 健 福 祉

課長 

保健福祉課長。 

この点につきまして、後ほど精査、整理しましてお答えをいたしたいと思いま

す。 

議長 ほかございますか。なければ、次に６ページ、簡易水道事業会計について。あ

りませんか。なければ、次に７ページ、国民健康保険病院事業会計について。

６番千葉議員。 

６番 

千葉議員 

６番千葉です。このようなかたちで会計収支出てるわけですけども、私は何か

こういわゆる収支不足額が同じ数字でずっと並べられてるの見ましたら、以前

お話ししてた病院改善計画のなかで、改善されてきてるのはやっぱり外来が若

干増えてきている。その部分ではやはりかなり良いかたちには私は外来そのも

のを見ますというふうに思ってるわけですけども、現実に入院してる患者数が

毎年減少していくようなかたち、あるいは横ばいでいくようなかたちをとるん

であれば、当初、改善計画のなかで出てましたね、いわゆる入院患者数の減少

に対して、病院間の連携それから逆紹介含めて、これはもう一生懸命取り組ん

でいくという話でしたけども、この計画見ましたらですよ、全くそういう方向

に行ってないんでないのか私は懸念してますよ。その辺について答弁お願いし

ます。 

議長 病院事務長。 

病 院 事 務

長 

お答えいたします。議員ご指摘のとおり確かに入院患者数については今年度も

かなり減っていまして現在で約３４名から３５名、病床数が７１ということで

合計でいくと約半数の利用率ということになっております。減少した理由とい

たしましては、長期の入院患者さんが亡くなる方が多かったということが一つ

の要因としてあげられますし、また外来患者さんで来ている方で今のところた

またまそういう入院の対象となるような患者さんがいなかったということで、

入院患者さんについては決して入院をお断りしているということではなくてで

すね、今の現状だとそういうことになっているということです。病院の紹介に

ついても、各病院といろいろ連携を取りながらやっていきたいと考えておりま

すので、よろしくお願いいたします。 

議長 ６番千葉議員。 
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６番 

千葉議員 

確かに事務長お答えしているのが現状の、今の歳出の答弁だと思うんですけど

もね、やはり攻めの姿勢があって、改善をされていかないと、病院の建築にか

かわる検討委員会もですね、開催されているなか、こういった基本的なことを

改善していかないとですね、やはり病院を新しくするといっても、なかなか思

い切ったかたちで、その病院の建設にかかわっていくというのが私は難しくな

ってくるのかなとそっちのほう心配してるんですよ。やはり病院が新しくリニ

ューアルされる前にですね、建物含めて、診療科目も病床数もそうなんでしょ

うけども、このことを少しでも攻めの姿勢で改善していくという姿勢がなけれ

ば、病院のですね、やはり収支の不足額というのはこれ永久に途切れないです

よ。ましてもっと不安なのは新しくして費用をかけて新しい病院できました、

このままの状態でいくんだったらやっぱり町民含めてですね、本当に平取の町

病に対して大丈夫なのかなと、病院がなくなるということももちろん皆さん心

配していかなくちゃいけないことですけども、収支が改善していくような方向

が兆しがやっぱり見えないとですね、我々も検討委員会のなかでも、やはり一

番の不安材料かなというふうに思ってますけど、その辺の考え方どうですか。

ご答弁いただきたい。 

議長 病院事務長。 

病 院 事 務

長 

この収支に関しましては現在行われてます病院の改築の検討委員会のなかでも

いろいろ診療単価の問題とかもいろいろご説明させていただいておりますけれ

ども、病院の収支を上げるためには患者さん１人当たりの単価を上げる、また

は経費を節減するということになりますけれども、検討委員会のなかでもご説

明させていただきましたけれども、現在の医師体制でいくと、外来の単価を上

げるということは薬の部分は分離されて院外処方になってますので、あとは検

査をやるしか単価を上げる方法いまのところないということで、検査といいま

してもやっぱり点数高いのは胃カメラとか大腸カメラをやって、それの生検を

出すというのが一番収支が上がる方法なんですけれども、現在胃カメラできる

医師につきましては現在当病院には１名しかいないということ、そして胃カメ

ラやるのは午前中ということなんで、その医師の午前中の休診のときに胃カメ

ラを対応してるということで、なかなか件数が増えていないという現状になっ

ておりますので、この辺につきましては今後検討委員会のなかでもさらに検討

していただいて、収支の改善を図るように努力させていただきたいと考えてお

りますのでよろしくお願いいたします。 

議長 ほかございますか。１０番平村議員。 

１０番 

平村議員 

１０番平村です。いま病院会計のなかでずっと赤字な部分で、いろいろと計画

はされていると思いますけれども、当初の今年度は赤字で結構なんですけれど
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も、これから病院改築も含めてずっと２７年度までの計画のなかでほとんど赤

字、損失計上になっていますけれども、もう少しいろいろな分析をして、今年

は院外処方も実施されて、そのなかでどのように計上が数値がかわったのか、

その辺ももっと詳しく精査しながら、新しい病院の建築に向けてもいろいろと

データを出さないで、ただ医者が検査する時間がないとか患者数が減ってると

か、そういう問題ではないと思いますので、もう少しただずっと見ますと同じ

金額を累積赤字を計上しながら新しい病院を建てるなかにおいても同じような

計上がされているということは、本当に考えられないことなので、やはりもう

少し細かい分析をしながら、こういうふうに患者にサービスも怠って院外処方

をやって、こういうなかで赤字がこれだけで、これから経営はこういうふうに

なるとか、そういう細かい分析をしてもらわないとただ赤字赤字で町の負担は

これだけですって、そういう経営では本当に患者さんも来ないと思いますんで、

もう少し前にも言ってましたけども、各町内において住民に対して説明すると

か、いろんな患者が減ってるわけではないんですよ、全部よその病院行ってる

んで、やはりその辺ももっと企業努力しないと同じことが続くんではないかと

思うんですけどその辺の考え方を事務長のほうからお聞きしたい。 

議長 病院事務長。 

病 院 事 務

長 

ご指摘の件につきまして、今年度の決算見込みにつきましては来月２月５日に

開催されます産業厚生常任委員会のほうで決算見込みということで詳しくご説

明をさせていただく予定になっておりますので、その収支の関係については、

そのときに資料として提出をさせていただきたいと考えております。またその

院外処方の関係出ましたけれども、経費節減ということでいきますと、院外処

方のことだけでいきますと、院内でやっていたときは薬剤師２名、それと助手

１名の３名体制でやっておりましたが、院外に移ったことによりまして、たま

たまですけれども、薬剤師１名体制でいまのところやっていけてるということ

で、薬剤師１名、そして助手１名について約１千万程度は年間削減になってる

ということで考えております。また院外に移ったことによって薬価差益も当然

なくなってきておりますけれども、来年度から消費税が８％になるということ

を考えますとやっぱり、院外に移行した経費の削減というのは大きいかなとい

うふうに今は分析しております。以上でございます。 

議長 ほかございますか。ないようですので、それでは、各会計財政計画の質疑を終

了したいと思います。続きまして事業実施計画の質疑を行います。事業実施計

画の一般会計１ページ、２ページにおける質疑はございませんか。６番千葉議

員。 

６番 ６番千葉です。６番、７番に関係してくる、パソコンの関係でございますけれ
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千葉議員 ども、別冊でいただきました、実施計画に対する意見等にもこの部分はちょっ

と拾い上げられているわけですけども、私は特に７番の WindowsXP のサポート

が終了することから各小中学校児童・生徒用パソコンを Windows７に更新、こ

のことがちょっと理解どうしてもできないですね。ってことは、私もちょっと

Windows７から８に切り替えて、結構なんというのかな、本当に操作とかかわっ

てる部分が出てきて大変だったんですけども、Windows のＯＳの要するにこれ

からの展望をみたところ、大体 Windows８が最終版に近いんじゃないのかなと。

これ以上あまり改善されていくような余地がないような仕上がりになってるん

でないかなというふうな意見もあるわけですけども、なぜここに来て、Windows

７に更新なのか。本当にこれでいいのか、多少費用負担の部分ももちろん意見

書にもあると思うんですけども、私はどうせ更新していく、いわゆるかえてい

くんであれば、サポートが終わるから７じゃなくてやはりどうなんでしょう、

７にしかかえられない機種をそのまま残しておいて８のほうには要するに踏み

込んでいかないという考えなのか。その辺どうも理解できないんですけども、

お答えいただければありがたいと思います。 

議長 

教育長 

教育長。 

それでは小中学校児童・生徒のパソコン更新ということでのご質問に対しまし

て、お答えをさせていただきたいと思います。ただいま千葉議員のご質問にも

ありましたとおり、また、前段説明もいたしましたとおり、ＯＳのＸＰのサポ

ートが本年４月９日で切れるということで児童・生徒のパソコンにつきまして

も更新をしていきたいということで、本計画に計上させていただいたところで

ございます。それで、この更新ということにつきましては、現在のところは７

ということで Windows７ということを予定をさせていただいてございます。そ

のことにつきましては、平成２４年度において公務用パソコンということで、

いわゆる教師用パソコンとなります。このパソコンについては Windows７を導

入させていただいております。そのことにおいて、教員が児童生徒に対してパ

ソコンを指導していくということにおいては、やはり Windows７が最も適切で

あるというふうに現在のところは教育委員会としてはおさえているところでご

ざいます。しかしただいまのご質問にありましたとおり、現在におきましては

Windows８が主流になっているということも事実でございます。そのことにおい

てはこの７を導入するか、当初の予定どおり導入していくか、８にするか、さ

らには i パッドいわゆるタブレット型のということでそのような機種も導入し

ていくこともやはり、検討しなきゃならないのかなということで現在は、事務

局段階では検討させていただいているところでございます。またあわせまして

学校に対しましても、現状、そして今後の授業のあり方だとかというようなこ

とも含めて、現在アンケート調査を行っている最中でありまして、さらにそれ

らを基にして、各学校の代表等に集まっていただくなかで平取町内のパソコン
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授業そのものをどのように進めていくかということは、改めて検討等をさせて

いただきたいというふうに思っておりますので、今後２６年度において、導入

に至るまでにおいて十分その機種等々については検討していきたいというふう

に考えておりますのでご理解いただければというふうに思います。 

議長 ６番千葉議員。 

６番 

千葉議員 

かなり目まぐるしくパソコンというか、環境ですね、変わってきてるのは事実

でございます。これはもう私も認めざるをえない。今ちょっと気になったのは

タブレット型の導入もこれも幅広く日本全国でですね、学校単位ごとに検討さ

れて、事実上増えてくる要素が私は非常に高いなというふうに思ってますけど

も、ただ、私この予算のいわゆる計画を見ますと、Windows７にいま仮にですよ、

替えて、次の時期になんというんですか、Windows８あるいはタブレット型も含

めてって２段構えでもしいくんであれば、私は、費用がちょっとそれこそ２段

階に分かれてかかっていくような要素が強いのかなというふうに、心配はして

るんですよ。ですから、教員のパソコンが Windows７でじゃあ児童も Windows

７にあわせようって考えは私あんまり、なんというのかな、将来に向けては正

しい判断なのかなというふうに思ってますけども、もし、もう少しこれから先

を見越して検討するんであれば、そのタブレットなどの導入も含めてですね、

できることなら、費用の負担は非常に増えていくものだというふうには理解し

ますけども、パソコン単体で考えるんであればやっぱり Windows８というかた

ちで両面、両面ということは教員も教わる側の児童もっていうかたちが結構で

すし、それからタブレット型仮に導入しても多分 Windows８の中身ですよ。基

本は。やはりその辺も含めてですね、やっぱり学校の現場の意見、教職員の人

たちの意見も含めてですね、あるいはそのほかの自治体で実施されているパソ

コン教育に対する実態をやっぱりきちっと調査した上でですね、判断をしてい

ただきたいと思いますけども、その辺いかがでしょうか。 

議長 教育長。 

教育長 お答えをさせていただきます。先ほども申し上げたところでありますけれども、

このパソコン、さらには i パッドというようなことで十分内容等については精

査をさせていただき、さらにまた財政的な問題等もございますので、十分それ

らにつきましては調査検討等を加えるなかで、児童・生徒のパソコンなり i パ

ッドということでこれらに支障の出ることのないよう十分教育委員会としては

配意をしてまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いしたいと思いま

す。 

議長 １０番平村議員。 
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１０番 

平村議員 

１０番平村です。教育のなかでいろいろと学校１番、それから８番とかで事業

量が同じで事業費がかなり増額しているんですけど昨年までの計画のなかでは

かなり金額が違うんですけども、その辺の理由はどういう理由でこの事業料が

かわっているのかお聞きしたいと思います。 

議長 教育長。 

教育長 それではお答えをさせていただきます。各学校の校舎、屋体等の整備というこ

とで事業費を計上させていただいておりますけれども、前年度の計画時よりも

事業費が増額になっているということでのご指摘でございます。このことにつ

きましては、この学校関連での事業ばかりではなく、いわゆる、現在におけま

す資材の高騰等々によって事業費については引き上げをしているという状況で

ございますので、学校事業のみならず他の事業につきましても、そのような考

え方のもとで事業費の積算等を行いながら引き上げているところでございま

す。 

議長 よろしいですか。１０番平村議員。 

１０番 

平村議員 

それはわかりました。でも莫大な金額の増額で、これが本当に全部それがそう

いう資材のあれだったら大変なことになるなと思います。それから、１８番の

新規で町民グランド改修事業がきてるんですけれども、前にも私は町議会のほ

うで町長にも要請したことがあるんですけれども、グランドも前にも直したと

思いますけれども、また新規で出てきているんですけれども、照明をつけると

いう要望があって、任期の中でやりたいと町長はマニフェストのなかにも書き

上げてくれまして、期待していたんですけれども、このなかにはのってこない

ので、グランドが石がたまるとか排水が悪いとかそういう理由のようではあり

ますけど、一緒にそのなかで、計画することはできないのか、その辺も一応町

長は公約で町民に約束をしているなかで、やはり先にこういうのをやってしま

うと、なかなかまた問題視されるのではないかと思います。その辺のお答えも

聞きたいと思います。それと、もう一つ、中央公民館でエアコンを要請してい

るんですけれども、今年のっかってきてるんですけども、これはなかがエアコ

ンばかりじゃなく、暖房にもなるそういうエアコンがあるのでその辺を考えな

がらやってるのかどうかちょっとお聞きしたいと思います。 

議長 教育長。 

教育長 それではお答えをさせていただきたいと思います。町民グランド整備事業とい

うことに関連をいたしまして、町長公約ということでのご質問になろうかなと
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いうふうに思いますけれども、町民グランドを管理しております教育委員会と

いうことでまずもってですね、町民グランド、今回計上しております整備内容

等についてまずお答えさせていただきたいというふうに思います。現在、町民

グランドにつきましては、野球専用のグランドということで使用許可をしてい

るところでございますが、内野、外野部分ともに老朽化等に伴って、排水機能

が低下をしているという状況にございます。このため降雨が連続していきます

と、その後の使用に数日かかるというようなこと、そしてその利用にあっては

そういうようなことで支障が出ているというような状況になっているところで

ございます。あわせまして、グランド面に多くの石が露出しているというよう

なことにおきまして各種試合、さらには、町内のチームの練習等にも影響が出

ているというようなことでございます。そのようなことにおきまして、緊急度、

さらには優先度というようなことを重視するなかで、今回のこの整備事業につ

いては計上させていただいたところでございます。それで、夜間照明整備とい

うことにつきましては、実施することによって野球のみならず、例えばソフト

ボール等々における町民の交流の場というようなことで日中に限ることなく、

夜間も使用しながら幅広く活用するということが大変大きいものがあるかなと

いうことで、老若男女問わず健康の維持増進に努める機会が持てるのかなとい

うふうには考えるところでございます。そのような観点におきましてその必要

性ということにおいては高いというふうには思っているところでございます

が、東日本大震災以降におけます電力需給のバランスの均衡が図られないとい

うようなことも、そういうような課題もございますことから、今後におけます

電力状況、さらには野球関係者等の意向等も十分掌握しながら整備のあり方に

ついては検討をしていきたいというふうに考えているところでございます。ま

た、中央公民館の整備ということで、エアコンの設置ということで計上させて

いただいてございますが、このことにつきましては、ただいま平村議員の質問

のなかにもありましたとおり、暖房機能も備え合わせたものを導入をしていき

たいということで計上はさせていただいているところでございます。以上です。

議長 休憩します。 

（休 憩 午後 ０時０３分） 

（再 開 午後 １時００分） 

議長 再開します。先ほど四戸議員のほうから介護保険関係の基金積立の関係の質問

に対し留保しておりました答弁をまず最初に答弁していただきます。保健福祉

課長。 

保 健 福 祉

課長 

先ほど、午前中四戸議員からいただきましたご質問に対しまして、お答えを申

し上げたいと思います。介護保険事業会計収支の資料の５ページでございます。
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歳出の５番、基金積立金の欄であります。平成２４年度から２７年度までのこ

の数字の変動についての理由ということでありました。平成２４年度につきま

しては、上の歳入で財産収入というのがございますが、これは基金の利子でご

ざいます。この１３万１千円と、及び別途国からこの年は財政安定化基金とい

うのが国庫支出金で入ってきておりまして、それが５３２万７千円ございまし

た。先ほど申し上げました、利子の１３万１千円とあわせて、２４年度決算で

は合計が５４５万８千円ということでございます。２５年度の見込みでござい

ますが、これは収入のところ、財産収入のところにもありますとおり基金利息

であります。金利の見方といたしまして、年に０．２％で見積もらせていただ

いて、結果１８万８千円の利息を積み立てをするという見込みであります。２

６年度については、この金利が０．１３％、金利情勢が下がるという見込みの

なかで０．１％、結果として９万５千円の積み立て、２７年度についてはいま

政府の経済対策等で景気浮揚を図るという見方から、これを２５年度同様０．

２０％に戻るという予測のもとで数値を計算しておりまして１１万９千円。し

たがいまして、理由といたしましては金利の動向の変化による数字の変化とい

うことでご理解いただきたいと思います。以上です。 

議長 よろしいですか。それでは、総合計画の事業計画について、戻ります。１ペー

ジ、２ページについての質疑はございませんか。７番松原議員。 

７番 

松原議員 

７番松原です。１５番の体育館駐車場の整備についてお伺いしたいと思います。

駐車場整備、これは町民からも言われていろんな葬儀だとかで、確かにその場

所が狭いとかっていう声は聞きますけども、いま現在ですね、町民体育館また

中央公民館は、耐震なり、老朽化っていう町の公共的な施設がかなり古いもの

があると思うんですよね。それで、いまそういうところ、駐車場を直すという

ことを計画されておりますけども、この町民体育館、４３年経っている、また

中央公民館も３４年ということで、総合的に将来的に向かってですね、これ、

建て直しだとかいろんな整備がかかると思いますので、いまこれを先にその場

所を、いろんなかたちで整備するというかたちをとりますと、まだまだそした

ら体育館だとかそういうことは、いまのままで、また存続させて利用していく

という、考えなのかお伺いしたいと思います。 

議長 生涯学習課長。 

生 涯 学 習

課長 

ただいまのご質問につきましてお答えいたしたいと思います。当然、体育館の

ほうも老朽化になっておりまして、建て替えを検討する時期にまいっておりま

す。このたびは、駐車場の整備ということで、あげておりますけれども、次の

第６次の総合計画のほうにのせていきながら、整備を図っていきたいと考えて

おります。 
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議長 ７番松原議員。 

７番 

松原議員 

それとですね、公共的な建物なんですけどもこれもやっぱり次の６次に向けて

いろんな施設やなんかも整備にかかっていくっていう考えも持っているんでし

ょうか。 

議長 教育長。 

教育長 それでは中央公民館そして町民体育館前の駐車場整備ということで、お答えを

させていただきたいと思います。まずこの計画につきましては、この第５次の

総合計画の後期５か年計画の最終年次というようなことで計上させていただい

ているものでございます。現状といたしましては経年劣化におきまして舗装面

の亀裂でありますとか、盛り上がり等が顕著になっているというような状況で

ございます。そのことにおいてこれらを補修をしていきたいということと、あ

わせまして町民体育館前のロータリー部分、現在、花壇等で使用しております

けれども、その部分を撤去をするなかで駐車スペースの確保を図っていきたい

ということでの計画としているところでございます。松原議員ご指摘の通り、

町民体育館につきましては築４４年が今年で経過をするということで耐震化も

含めまして、その改築の必要性が大変大きいという施設となっていることも事

実でございます。その体育施設の整備ということにつきましては次期の総合計

画の１０か年のこのなかにおきまして施設規模でありますとか建設地等も含め

たなかで計上することについて検討していかなければならないものと考えてい

るところでございます。現状におきましては平成２７年度において、この駐車

場整備ということにしてございますけれども、改めまして総体的に体育館の整

備でありますとか駐車場のあり方等について事業費も含めたなかで本計画の実

施の有無について次年度以降のローリングにおいて十分精査をしていきたいと

いうふうに考えているところでありますのでご理解をいただければというふう

に思います。 

議長 ほか、このページにつきまして、１０番平村議員。 

１０番 

平村議員 

１０番平村です。１０番のバス停留所整備事業なんですけれども、この前年度

計画はなかったんですけれど、事業費１７０万で出てたんですけど、また今回

も２１０万であがってきてるんですけど、停留所でいま病院の前の停留所がな

くなってるんですよね。それでいまお年寄りがとても困ってるんですけれども、

調剤のなかで休んでてって言われてるみたいなんですけど、外にいないとバス

は行ってしまうのでやはりみんな雨降っても雪降っても待ってるんですけど、

この整備事業のなかにはそこらは入ってるんでしょうか。 
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議長 教育長。 

教育長 教育委員会が所管をしておりますバス停留所ということにおいて、２６年度に

おきましても更新等を図っていきたいということでの計上をしているところで

ございますが、現状での計画では病院前でのバス停留所ということでは計画は

しておりません。 

議長 平村議員。 

１０番 

平村議員 

これ院外処方と関連して、あったバス停を壊してしまったんですけど、その辺

病院の事務長が建てるようなことを言ってたっていうのは聞いたんですけど、

そういう関係で何か計画には入ってないか、また病院でやるという予定がある

のか、その辺もまあ新しい病院も建つのでなかなかぴちっとしたものは建てれ

なくても簡易的な雨風をしのげるようなものを作る計画はないのか、ちょっと

お聞きします。 

議長 病院事務長。 

病 院 事 務

長 

病院でバス停を建てるということはございません。たまたま院外処方のときに

あそこにあったプレハブの小屋を撤去させていただきましたけれども、あれは

バス停ということでなくて、たまたま病院のほうで患者さんのために設置した

んですけれども、邪魔になるということで撤去させていただきました。その代

わりに病院のほうでバス停を設置するというお話はさせていただいておりませ

ん。またバス停につきましては、現在ベンチだけ置いてあるんですけれども、

屋根がかかってないということで、院外薬局のほうでバスの待合として使って

いただいてもいいということで対応させていただいております。 

議長 平村議員。 

１０番 

平村議員 

院外処方の薬局のほうではいいとは言ってるんですけど、やはりお年寄りなん

で、出てないとバスが行ってしまったりするので、やはりベンチはあるにせよ、

やはり雨風しのげるような体制をぜひ、早急にやっていただきたいと思います

けど。 

議長 教育長。 

教育長 バス停の設置ということにつきましてただいま病院前での待合所の必要性とい

うことでご指摘がございました。２６年度のこのバス停の更新ということにお
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きまして十分その辺も考慮したなかで、設置のあり方について、病院側ともま

た検討等をさせていただきながら設置場所については、決めていきたいと思い

ますのでよろしくお願いしたいと思います。 

議長 ほかございますか。２番丹野議員。 

２番 

丹野議員 

２番丹野です。同じ１０番のバス停なんですけどね、従来平取町、黄色いバス

停だったんですけども、最近なんかかちゃっぺないようなのを作ってるような

んですけども、それについて、どのようなかたちのを考えているのか、それと

バス停その黄色いやつをもう少し予算をつけて手入れすることによってね、ま

だみばえが良くなるんでないかなと。結構背中抜けていたり、色がはげてたり

するんですけど、塗ることによって、だいぶ違うかなと、修理することによっ

てね。それとこの２か所考えているという場所はどこなのかちょっと聞きたい

と思います。 

議長 生涯学習課長。 

生 涯 学 習

課長 

はい、いままでのバス停は黄色くてちょっと大き目のバス停だったんですけれ

ども、今度建て替えるに当たりましては、利用客も減っているということと、

それと周りの景観との色合いも考慮されて、今の色、それから大きさ、少し小

さめになったんですけども、そういう今の形のバス停になって、順次建て替え

ることにしています。いま現在のバス停は外観から見るとまだ使えるんではな

いかっていうふうにみえるんですけれども、床がちょっと弱くなったり、抜け

そうになったりというところが多くなっていますので、建て替えるに当たって

は塗って補強するということよりも、新しく建てる、建て替えるということで

考えておりますのでよろしくお願いします。あと、今年度の場所につきまして

は２か所とあげておりますけれども、全体の老朽化の度合いによりまして判断

して建て替えていきたいと思っております。 

議長 ２番丹野議員。 

２番 

丹野議員 

あのデザインというのはどこか頼んで、平取町各町村が競って作った時期があ

るんですけれども、あれも何かあってあの形にしたんですか。 

議長 生涯学習課長。 

生 涯 学 習

課長 

デザインにつきましては、いろんなタイプがあるなかで考慮して、最終的にグ

レーの形にはなってはいるっていうふうに聞いております。ちょっと色的には

黄色いほうが遠くからめだっていいんじゃないかということで、元の黄色い形
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のほうがよかったのにという意見も聞かれますけれども、今後建て替えるに当

たりましては、いまのかたちを選んでということできております。 

議長 ほかには。１０番平村議員。 

１０番 

平村議員 

３番の新規で平取中学校の前庭舗装整備事業で出てきたんですけれども、これ

は計画になかったんですけども、説明を見ますと、ソーラーのために砂利石が

飛ぶのでそこを舗装したいっていうんですけど、ちょっと現地見てきたんです

けど別にソーラーの前にどうしても駐車場をつくったり、そういう必要性はな

いし、もしソーラーのためにそういう砂利が飛んであれなんであればなぜ建て

たときにきちっとその辺も考慮してやらなかったのかと、場所を見てきたら別

にそっちのほうまで行って駐車しなくても十分こちらのほうにあるのに、こう

いう計画が出てきたということは、その辺ちょっと疑問に思いましたので、ど

ういう観点でこれ出てきたのか、ちょっとお聞きします。 

議長 生涯学習課長。 

生 涯 学 習

課長 

こちらの計画につきましては駐車場ということではなくてですね、いま砂利を

敷いてあるところを通って裏に給食の食材を運んだりとかっていう車両が通行

することがありまして、そのとき、走行するときに徐行して通っていただけれ

ばいいんですけれども、ちょっとまあスピードは落としてはいるんでしょうけ

ども、結構落とさないで走行する場合もあって、その場合に石が跳ねてパネル

を傷つけるということがおきるんですね。それで、駐車場ということではなく

て、舗装をして、砂利が飛ばないようなかたちにするということで考えていま

す。 

議長 平村議員。 

１０番 

平村議員 

そうであればもっと建てるときにね、きちっとその辺も想定しながらやらない

とこうやってあとからわざわざそういう結果になるということで行って見てき

たところではそっちのほうはそんな通るようなところではないんですよね。で

すから、わざわざそれをそのためにやる必要はないなと思っていたんですけれ

ども、その辺がちょっと。 

議長 教育長。 

教育長 それではお答えさせていただきたいと思います。この中学校の舗装整備という

ことで、太陽光パネルの前の部分ということで先ほど課長のほうからも申し上

げましたけれども、その道路につきましては校舎の裏側にございますけれども、
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給食施設がございまして、そこに食材を搬入する車両、大型車両等が頻繁に通

るということで、それでご指摘にもありますけれども、車両については徐行願

いますということで立て看板等は立ててはいるんですけれども、なかなかそれ

らが浸透しないなか、これまでも数回、その車両が石を跳ねて太陽光パネルを

損傷してきたということで、１か所損傷するたびに２０万なり３０万なりとい

う、そのような修理費がかかるということもこれまでございます。そのような

ことで、舗装をするなかでそれらの太陽光パネルに与える被害等を防いでいき

たいということで、今回総合計画に計上させていただいたということでござい

ますので、そんなに頻繁に車両が通るということではないんですけれども、そ

のような食材搬入車両等、大型車両が通るということでやはり石が跳ねたとい

う事例が多くあるものですから、今回計上させていただいたということでござ

いますので、ご理解をいただきたいというふうに思います。 

議長 ほかございませんか。なければ３ページ、４ページ。６番千葉議員。 

６番 

千葉議員 

６番千葉です。３ページのほうの２８番目、重要文化的景観保護推進事業とい

うかたちのなかで、事業費総額で１３００万の計上ということで、その内容、

内訳は追加選定の調査、それから保存活用整備、それから普及啓発ということ

での３項目あげられてるわけなんですけども、この１３００万の予算配分はど

のようになってるのかなということが１点と、それと所管はアイヌ施策推進課

なんでしょうかね、私は単純に文化財課の関係で進めていくのかなというふう

に思ってましたけども、その辺もご答弁いただきたいというのと、それと同じ

く平成２７年度からの計上がないということ、やっぱ保存活用整備ということ

は毎年継続的にやっぱり整備実施していくものかなという理解であるんですけ

ど、これは単年度に限って平成２６年度だけということは一体どういうことな

のか、ご答弁いただきたいと思います。 

議長 アイヌ施策推進課長。 

ア イ ヌ 施

策 推 進 課

長 

それでは私のほうから何点かについて、ご答弁させていただきたいと思います。

まず最初の財源でございますけれども、事業の内容でございますけれども、こ

こに３点計上させていただいておりますが、実際には、調査業務と普及啓発業

務ということで考えてございます。それで、調査業務につきましては約７５０

万程度、それから普及啓発事業については約５００万程度と、それから事務費

というようなかたちで、およそでありますけれども計画しているところでござ

います。それから、この利活用につきましては今回この調査業務を踏まえて今

後の利活用などについても提案がされるというふうに聞いておりますので、再

度それらの調査結果を踏まえて今後の利活用についても考えていきたい。当然

ながら、保護推進するということも含めて考えていこうということでございま
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す。それから、重要文化的景観、これは文化財課のほうで進めている事業とい

うことでございますけれども、今回の二次選定につきましては、地域の要望な

どを踏まえて、地域の森林等を含めた区域を設定するというようなこともあり

まして、私どものほうで、例えばアイヌ文化の伝承とのかかわり、あるいはア

イヌの地名とのかかわり、そういったことも含めて私どものほうで調査業務、

普及啓発を進めるということで考えているところでございます。以上でござい

ます。 

議長 

６番 

千葉議員 

６番千葉議員。 

大体の内訳は理解しましたけど、結論から言うといわゆるその保存活用整備と

いうことは私は先ほども申した通り毎年予算計上されていくのが、しかるべき

かなと。せっかくこれ平成１９年でしたっけ、採択になって、やはり平取町に

とってはある意味この文化的景観の指定を受けたということは、財産ですよね、

自然景観の財産だと思ってますけども、それが２７年度計上してないというこ

とに対しては、２６年度の中身を精査してもう一度それこそローリングしなが

ら、２７年度はまた改めて予算もつけることも可能だという理解でよろしいん

でしょうか。 

議長 アイヌ施策推進課長。 

ア イ ヌ 施

策 推 進 課

長 

ただいま千葉議員がおっしゃったようなことが当然ながら考えていかざるをえ

ないというふうに思っていますので、当然２６年の成果を踏まえて２７年度以

降の活動についても活かしていきたいと、このように考えておりますのでご理

解のほどよろしくお願いいたしたいと思います。 

議長 ほかございませんか。７番松原議員。 

７番 

松原議員 

７番松原です。３５番なんですけども、新規事業で二風谷地区再生計画、これ

ハード、ソフトの事業ということで出ておりますけども、新規事業で、これ地

域の方も入れながら検討をしてこういうソフト、地域とのかかわりもこのなか

に入っているのかちょっとお伺いしたいと思います。 

議長 まちづくり課長。 

ま ち づ く

り課長 

お答え申し上げます。前段の説明でも若干申し上げましたけども、この計画作

成の経緯を若干申し上げますと、当初博物館前の前庭の整備を中心としたデザ

インなり計画をどうするかというようなことで、二風谷地区の方とも何度か協

議をさせていただきながら進めていたということがございます。そのなかで本
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当に博物館前だけに限定した整備の仕方だけでいいのかというような、疑問と

いいましょうかそういうものも議論のなかで出てきておりまして、もっと二風

谷地区全体を考えるべきだということですとか、今回新たにできる温泉も含め

て観光のあり方ですとか、それからひいてはもっと沙流川流域全体を平取ダム

の事業用地も含めたなかで、そのアイヌ文化の振興等をどう考えるかというの

をもっと議論すべきじゃないかというような意見をいただいたというようなこ

ともありまして、再度そういったことも踏まえて仕切り直しをさせていただき

ながら当然二風谷地区を中心にした住民の方々には参画をいただいていろんな

ご意見をいただきながら策定を進めたいというふうには考えてございます。 

議長 ７番松原議員。 

７番 

松原議員 

次３８番でこのユーカラ街道のシャトルバス事業についてなんですけども、こ

の沙流ユーカラ街道活性協議会が事業主体なんですけども、これ、地域の各事

業種の人だとか町だとかっていうなかも協議会に入っているのかどうか、それ

ちょっとお伺いしたいと思います。 

議長 アイヌ施策推進課長。 

ア イ ヌ 施

策 推 進 課

長 

沙流ユーカラ街道、今年度新規ということで計上させていただいているわけで

ございますけれども、これについては沙流ユーカラ街道活性化協議会が事業主

体となって進めるということになってございます。この協議会そのものは日高

町と平取町の関係者が集まって、計画を樹立するということになってございま

す。計画を策定するに当たりましては以前に検討会などを行いながら、地域の

住民の方々の意見を踏まえて計画をしていると。その計画に沿って２６年度も

実施したいということでございますので、ご理解のほどよろしくお願いをした

いと思います。 

議長 １１番安田議員。 

１１番 

安田議員 

２６番ちょっとお聞きしたいんですが、アイヌ伝統工芸品産業振興支援事業な

んですけども、何人ぐらいの人が利用されているのか、それと充実した育成と

いうのがあるんですけど、そのなかに後継者育成というのが入っているものな

のかどうなのか、その点聞きたいと思います。 

議長 アイヌ施策推進課長。 

ア イ ヌ 施

策 推 進 課

それではただいまのご質問にお答えをしたいと思います。この事業そのものは

二風谷民芸組合を中心に進めようということで計画をしているところでござい
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長 まして、二風谷民芸組合そのものが現在１５名の会員がおります。その方々の

なかでご夫婦でこの組合に入っているという捉え方をしておりますので、それ

ぞれ伝統的工芸品の関係からもお話をさせていただきますと、一つはイタなど

の伝統工芸については、１４名の方が製作すると。奥さんですとか主婦の方に

ついて１４名ですね、これについても、アツシを制作するというようなことで

活動を続けているというふうに聞いております。その方々が実際にこの事業を

進めるわけでございますけれども、当然ながら需要開拓、ニーズ等を把握した

上でそのニーズに沿ったものを民工芸品として製作していくということが入っ

ていますし、後継者についても、当然、次代を担う方として育てていくという

ことで、現在取り組むということになってございます。そのような目的をもっ

て、当面平取町しっかりと応援をして、産業として形成していきたいと、この

ように考えているところでございますので、ご理解のほどをひとつよろしくお

願いしたいと思います。 

議長 ほかございますか。なければ、５ページ、６ページ。よろしいですか。７ペー

ジ、８ページ。７番松原議員。 

７番 

松原議員 

５０番のアイヌ住宅貸付金なんですけれども、これは貸付の状態とですね、そ

れと、当然貸付して、その返還とか利子だとか、そういうものに対して結構滞

っている件がございますけども、そこら辺の流れっていいますか、きちんと返

還なっているのかどうかということをお伺いしたいんですが。 

議長 アイヌ施策推進課長。 

ア イ ヌ 施

策 推 進 課

長 

それでは松原議員のご質問に対してお答えをしたいと思います。この事業その

ものはアイヌの人々の生活向上という観点から、住宅などの整備について低利

で貸付を行うという事業でございます。この事業そのものは申し上げましたよ

うに住宅を建てる場合について貸付を行うということになっておりまして、古

くから行なわれておりますが、現時点ではそれぞれの立場で生活実態にあわせ

たかたちで納入をしていただいているということになってございます。ご指摘

にありましたように、近年の厳しい雇用情勢というようなこともございますの

で、その生活レベルにあわせたかたちで納入をしていただいているということ

になってございまして、決算審査などでもご指摘いただいているとおり、滞納

額が増えてきているということは現実的にあるわけでございますけれども、今

後においてそういうことのないような対策をしっかりと取り組んでいきたいと

思っておりますので、この事業そのものは継続してやっていきたいということ

でございますのでご理解のほどひとつよろしくお願いをしたいと思います。 

議長 ほかございませんか。なければ、９ページ、１０ページ。ないようですので、
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１１ページ、１２ページ。６番千葉議員。 

６番 

千葉議員 

６番千葉。１１ページの８５番、これ新規事業なんですけど、びらとり温泉新

築記念事業ということで、イベント的に、オープニングイベントということで

１００万の計上。このことについては、我々もよく承知してないですけど、こ

の予算計上の中身については何かこう、１００万を計上した経緯、どのような

オープニングイベントにしていくのかその中身について詳細、できる限り教え

ていただきたいなと思うんですけど、本当に１００万で間に合うような事業っ

てどんな事業かなというふうに思っております。 

議長 産業課長。 

産業課長 お答えいたします。１００万の中身につきましては、オープニングイベントと

いうことで、どなたか呼んで来てだとかそういうことではなくてですね、でき

あがったときにテープカットの式典の一式ですとか、そのなかには司会の方の

部分ですとか、そういうものも含まれた金額で見積もりをとりまして、予算計

上しているところでございます。ただ司会ですとかそういう部分につきまして、

自前でできる部分等もあるんじゃないかということで、テープカット以外に内

覧会みたいなかたちで、でき上がったときに中を見ていただいてというような

ことでかかる消耗品ですとか、そういう部分も含めて１００万の計上をさせて

いただいたというかたちになってございます。 

議長 ６番千葉議員。 

６番 

千葉議員 

ということはまだ今後のこの１００万をどのように有効的に使っていくかとい

うことに対しての議論はまだないというふうに、これからということでよろし

いでしょうか。 

議長 産業課長。 

産業課長 おおよそ考えられる、先ほど言ったテープカットですとか、見ていただくとき

にかかる消耗品ですとか、そういう部分のものをあわせて見積もりをとって１

００万ということで細かい内容については今後検討して中身を決めていきたい

というふうに思っております。以上です。 

議長 ４番松澤議員。 

４番 

松澤議員 

１１ページの８６番、新規の観光振興事業のご当地キャラクター製作のことな

んですけども、私も興味ありまして、以前にいくらくらいするのかなと思って
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みましたところ、平均して５、６０万でできるっていうことだったんですけど

この１５０万という金額についての根拠を知りたいんですが。 

議長 産業課長。 

産業課長 お答えいたします。キャラクターにつきましては、総合計画の審議会のなかで

も意見が出ておりまして、いまさら後発でやっても何の意味もないんじゃない

かというような意見もあったんですけれども、産業課サイド、産業振興の部分、

まちおこしの部分で考えますと、非常に有効な手段じゃないかということで、

遅れている部分については十分了解しているところでございますけれども、そ

れを使いながら少しでもびらとりの地場産業のＰＲですとか、まちおこしのＰ

Ｒにしていきたいということで、予算計上させていただいたところでございま

す。キャラクター自体を作り上げる部分でしたら、そんなに５０万６０万ぐら

いで物、ぬいぐるみだとかそういう部分を作り上げるのについてはそれぐらい

でできるんですけれども、これキャラクター、ほかのキャラクターと重なって

しまうというか似たりしたときにいろんな問題が生じる、まあ肖像権というん

ですか、そういう部分でそちらのほうにひっかかってくるということで、弁理

士という方を使いながらそういうものにひっかからないかどうかっていうの

を、きちっと調査しながら、作り上げていくということで、それにかかる金額

が結構かかるということで、これについては昨年実際に作ってる隣の厚真町の

ほうに行って状況を聞きながら最低でこれくらいの金額でできますよというこ

とで調査をして予算計上しているところでございますので、よろしくお願いし

たいと思います。 

議長 ７番松原議員。 

７番 

松原議員 

松澤議員と同じキャラクターのことなんですけども、物を作ってもですね、現

実に誰か入ってそれを使用するということになると思うんですけども、そうい

う例えば使用する人だとか、人件費だとか維持費だとかっていうのは、観光協

会でみるのが、こうきちっと管理ができているのかということもありましてで

すねなかなかキャラクター作っても、有効活用というかそういうものがきちっ

とできているのかということとですね、いま、この観光協会自体を将来的には

独立させたいという町の思いがあると思うんですけども、そこら辺も兼ねてで

すね、そういう流れっていうか、観光協会で煮詰めていろいろこれからの計画

を立てていくのか、そこら辺ちょっと詳しく説明していただきたい。 

議長 産業課長。 

産業課長 お答えいたします。これについてはですね、観光協会が実施をするということ
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ではなくて、町行政のほうでこのキャラクターを作り上げて、行政で作るとい

いましても、きちんと一般公募みたいなかたちで公募して、また学校等にも、

子どもたちにも案内をしてそういうキャラクター、どういうキャラクターがい

いかということを公募しながら決めていくというようなかたちで考えていると

ころであります。中に入る方の関係もあるんですけれども、中に入る人間につ

いては役場の若い人間を考えてるところでありまして、当初はそんなに頻繁に、

イベント等で行ってということもなかなか難しい部分ではありますけれども、

産業課サイドで行っております札幌で行われるイベント等で物販ですとか、食

をＰＲするイベントですとか、そういうのがありますのでそちらのほうに行っ

て平取町のＰＲをしていきたいというふうに考えているところでありまして、

人件費等は特に誰かを雇ってということで考えているわけではございませんの

で、かからないというふうに考えているところでございます。 

議長 松原議員。 

７番 

松原議員 

そういうことで若い人、役場の職員ということを考えているということなんで

すけども、いま現実に産業課なりですね、そういういまの職員の方は大変忙し

いと思うんですよね、職員自体のいまの。そういうことを考えますとですね、

将来的にやっぱりきちっとしたかたちで、独自に運営できるような方策を考え

ながらですね、将来に向かっていただければやっぱり産業課も観光課もこれい

ろいろ入っているいまのこの人の配置といってもなかなかいろんな仕事がたく

さんあってですねなかなか忙しいと思うんですよね。それで、きちっとしたこ

れはもう町長の考えも観光に力を入れて、できるだけそういうものに向けてい

きたいということですので、できるだけ早くですね、単独事業のやれるような

観光協会なりをきちっとしたかたちにしていくべきだと思いますので、よろし

くお願いしたいと思います。 

議長 産業課長。 

産業課長 お答えしたいと思います。先ほど答えた通り、２６年度でなるべく早い時期に

作成してですね、ネーミングも募集しながら決めていきたいというふうに考え

ておりまして、２６年度のなかの活動の状況をみながら、２７年度以降、かな

りの回数でそういうイベントですとかそういうものに出てくということになり

ましたら、新たにそういう方の賃金ですとかそういうもの、その厚真町の話で

は地域おこし協力隊の人に協力してもらって中に入ってもらってるという話も

聞いてますので、そういう部分も担当課のほうと協議させてもらいながら、そ

の分の賃金ですとか人件費等も今後検討していきたいというふうに考えており

ますのでよろしくお願いしたいと思います。 
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議長 ほか、このページございませんか。１０番平村議員。 

１０番 

平村議員 

１０番平村です。８７番の町有林の造成事業のことなんですけれども、これは

毎年基金を使って活用している事業なんですけれども、人数はどのぐらい毎年

応募されているんでしょうか。 

議長 産業課長。 

産業課長 お答えいたします。今年度につきましては５９名の方が現在枝打ち、つる切り

等をやっているという状況で、３班に分かれていただきまして６０名いっぺん

に森林組合のほうも対応が難しいという状況なものですから、事業をする場所

等を検討しながら３班に、だいたい２０名くらいに分けて、そのなかで１０日

間やってもらったら次の班に１０日間やってもらうだとかそういうようなかた

ちできて仕事していただいているというような状況になっておりまして、計画

では大体２月いっぱいくらいまでかかるんじゃないかということでございま

す。人数につきましてはこれ始まりました当初からだいたい５０名前後の方が

応募してきているということで、かなり来ていただいている方には好評であり

がたい事業ということで、何度も来ていただいている方もいるというような状

況になっております。 

議長 ほかございませんか。１１番安田議員。 

１１番 

安田議員 

今の平村さんの質問と同じなんですけども、面積について３０ヘクタールとい

うふうになってるんですけど、３０ヘクタールのうちの１５町を町内の民間の

山にね、移してもらえないものか、そういうふうに分けて。町有林ばかりじゃ

なく民有林にもそういうのをあてたらいかがなもんかなと。 

議長 産業課長。 

産業課長 お答えしたいと思います。この実施する箇所につきましては事前に調査をして、

結構応募きている方々については高齢の方もいらっしゃるということで、なか

にはすごい急な斜面で事業をやったりだとかっていうこともありまして、きて

いただいてけががないようなかたちっていうことも含めて町のほうも町有林の

なかで実際にやって効果があるようなかたちでということで選定して行ってお

りますし、森林組合のほうもきてもらってけがをされたらということで、かな

り場所等については、先ほど言ったとおり班を分けて、年齢に合った場所とい

うわけではないんですけれども、無理なくけががないようなかたちの場所でや

ってるという状況なものですから、場所の選定も含めて、なかなか民有林のほ

うは今の段階ではちょっと難しいかなというふうには考えておりますけれど
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も、この事業については継続して実施をしていくというようなかたちでなって

おりますので、その辺も今後検討はしていきますけども、なかなか難しい状況

ということを知っていただきたいと思います。 

議長 １３ページ、１４ページ。６番千葉議員。 

６番 

千葉議員 

６番千葉です。項目で言ったらナンバー９３、荷菜原田分譲１号・２号の関係

でございます。工事がもう既に一部発注になりまして、継続的に平成２６年度

も実施するということでありますけども、いわゆる青葉台っていうんですか、

あそこら一円に対しての現在の町道認定を受けているところはすべて一応改良

舗装をこれで終了になるんでしょうか、それもまだ一部残っているような状況

でとりあえず２６年度の施行で終わらすのか、その辺の展望についてもちょっ

とお伺いしておきたいと思います。 

議長 建設水道課長。 

建 設 水 道

課長 

お答えしたいと思います。まず原田分譲につきましては、いま町道認定してる

のは２路線、１号線、２号線とございます。１号線、２号線、その２路線を２

５年度、２６年度で改良舗装するということでございます。それで、実は原田

分譲線については１号線、２号線のほかに、１路線何十メートルか突っ込み路

線があります。それを今度の３月の定例議会で町道認定いたしまして、来年２

６年のときにあわせてそこも改良するという計画でございますので、原田分譲

についてはすべての路線、改良舗装が終わるようになっております。その上段

に三浦分譲地がございまして、三浦分譲地につきましては昨年、１号線だけ町

道認定いたしました。引き続きもう１路線ありますので、それもあわせて３月

に町道認定をいたします。それで三浦分譲につきましては、第６次の総合計画

のなかで、平成２７年、２８年で改良舗装工事をやって終了させるという計画

でおりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

議長 １１番安田議員。 

１１番 

安田議員 

９５番の本町高橋線改良舗装事業というのがあるんですが、高橋線ってどこに。

議長 建設水道課長。 

建 設 水 道

課長 

高橋線といいますのは５町内でございまして、バイパスから下のほうに住宅、

副町長さんとかの住宅ありますよね、で、庄野課長の家の前、庄野課長の家の

前だからやるということではないんですけど、そこだけが町道残ってるもんで
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すから、そこをやるという計画でございます。庄野線ってその土地は庄野さん

の土地でないものですから、その土地は高橋さんの土地なものですから高橋線

という名前ついてますので、よろしくお願いしたいと思います。 

議長 ほかございますか。２番丹野議員。 

２番 

丹野議員 

貫気別から行くと警察のほうに出る道と郵便局の坂の道あるんですけど、これ

はどっちのほうを考えていますか。 

議長 建設水道課長。 

建 設 水 道

課長 

はい、お答えしたいと思います。前、旅路っていうドライブインありましたよ

ね、あそこから抜けていく近道というんですか、ありますよね、あそこの路線

です。 

議長 ２番丹野議員。 

２番 

丹野議員 

貫気別の人が一番利用するんですけどね、荷負郵便局の坂のところも非常に滑

って危ないので、冬場はその旅路のほう通って、夏になるとこちら側通るんで

すよね。だから、郵便局の坂のところも非常に滑って危ないので、あそこも改

良、前にも何かのときにも取りつけのことで話したときに、危ないよっていう

ことを言ったんですけど、そっちのほうは考えてないんですか。 

議長 建設水道課長。 

建 設 水 道

課長 

今のところ、あそこのところについては、改良計画というのは今のところもっ

てはおりません。もともとあそこのところちょっとカーブが逆勾配になってる

んですよね。ちょっと構造上問題があるんですけれども、将来的にはしなきゃ

ならないことかもしれませんけど、今の段階では計画をもってはおりません。

議長 ほかございますか。なければ１５ページ、１６ページ。なければ、１７ページ、

１８ページ。３番四戸議員。 

３番 

四戸議員 

３番四戸です。１２６番の公営住宅大規模改修事業のなかでですね、浄化槽の

設置について伺いたいと思います。以前にも浄化槽はやってきてると思うんで

すけども、２５年度、２６年度においてまた一基ずつ計画されているんですが、

そこではじめにですね、聞きたいのはこの事業を２年間で終了しようとしてい

るのか、これから先、まだ計画があるのか、その辺について、先に伺っておき

たいと思います。 
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議長 まちづくり課長。 

ま ち づ く

り課長 

お答え申し上げます。現在、年間でこの計画にあるとおり、１棟２戸分の浄化

槽を新築される公営住宅はもう浄化槽整備されるんですけども、その前に建て

た浄化槽については１棟２戸のペースで継続的に進めていきたいというふうに

考えてございます。 

議長 四戸議員。 

３番 

四戸議員 

その考え方はわかるんですがね、そしたら次にお聞きしたいのはですね、たと

えば築何年以上は、例えば公営住宅については、浄化槽の設置をしないんだよ

と、そういう規約だとかそういう何かあるのかどうか、伺いたいと思います。

議長 建設水道課長。 

建 設 水 道

課長 

お答えしたいと思います。今まちづくり課長が申し上げましたとおり、町営住

宅の浄化槽の整備については、毎年戸数で言いますと２戸分ですか。１棟２戸

ということで２基の整備を図っていっております。それで、平成７年以降に建

てた町営住宅につきましては、すべて水洗化になってございます。それで、平

成７年前に建てた町営住宅について、水洗化の改修を図っていっております。

それで、昨年公営住宅等の長寿命化計画、全員協議会で皆様にご説明申し上げ

ましたけども、あの計画に基づいて、古い、要するに経過年数がかなり経って

古い住宅については順位的には行いません。将来的に解体するという計画があ

りますので。ですから逆に平成６年、５年、４年というふうに順位的に下がっ

ていってトイレの水洗化を図っていくという計画ですので、この場所、振内、

本町、貫気別、という順位づけでなくて、建築年数に応じて、順位づけをして

いるというのが現実でございます。 

議長 四戸議員。 

３番 

四戸議員 

それでですね、だいたいそういう平成７年それ以降のことについてもお伺いし

たんですけど、３問までということでちょっと質問の仕方がまずかったなと思

ってるんですけども、あとですね相対的に公営住宅の水洗改修何基残っている

のかと、それとですね、この兼ね合いで１４８番にも出てくるんですけどそっ

ちはまた、 

議長 あ、それはまた別にできますから。 
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３番 

四戸議員 

兼ね合いあるんだよな。 

議長 それはそれとしてやっていただいて。 

３番 

四戸議員 

例えばそれはだめだということなんだけども、職員住宅については２戸ずつや

ってるんですよね。町民の声としてはですね、やっぱり水洗化されていないと

こ、私の住宅いつ水洗化されるんだろうと待ってる町民もたくさんいると思う

んですよ。それで職員住宅は、２戸か。こっちは２戸なるのかもしれないけど

２戸住宅１基だから同じことになるのかもしれないけども、この辺ですねまだ

これから先、もし結構残ってることであれば、例えば民間のリフォームなんか

には今年増やして、１５軒にしたり、そういうふうな民間にはあれしてるんで

すけども、やはり公営住宅に入ってる人のやっぱりそういう浄化槽のまだして

ないとこが結構残ってるんであれば、その辺も今後急いでやってあげたらいか

がかなということで、質問したいと思います。その考え方を聞きたいと思いま

す。 

議長 建設水道課長。 

建 設 水 道

課長 

はい、先ほどご質問ありました町営住宅、何戸を水洗化して何戸残ってるかと

いうかということについて、いま資料持ってませんので、ちょっとすぐお答え

はできないですけども、教員住宅、職員住宅につきましては、平成７年以降新

たに新築したって戸数はほとんど、実は存在してないです。ですから、教員住

宅、職員住宅の戸数のほうが水洗化して改修するのが多いんでないかと言われ

ますけども、そういうことで、ほとんど教員住宅、職員住宅は古いということ

であって、それで戸数的には割合的には先に優先して、予算的なこともあるん

ですけどもやってるということでございます。町営住宅につきましては、水洗

化、本当に予算さえあれば、いくらでもやっていけますので、あと予算措置を

どれだけするかということですので、その辺、予算措置のときにそういう配当

をしていただければ戸数的にはいくらでも改修していけるというふうに考えて

おりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

議長 

８番 

山田議員 

８番山田議員。 

１２７番、新規事業ですけども、２７年度長知内の住宅旧教員住宅なんですけ

ども、解体ということになっております。実は昨年度、長知内に家族の関係で

入居しておられるんですけどもこの２７年度、計画では、本人に聞きますと、

住宅の建設も考えているということなんですけども、この計画この通り行きま

すと、壊さざるをえないんだよねっていう話をちょっと聞いたんですけどもそ



- 47 - 

の辺に関して、いま住宅使用しておられるんで万が一、本人の計画どおりに住

宅が建てれない場合、この計画を破棄し、また住んでていいものかどうかその

辺の確認だけお願いしたいと思います。 

議長 まちづくり課長。 

ま ち づ く

り課長 

昨年度、そういう要望もございまして、やはり緊急性を若干要するといったこ

とで入居をしていただいたというような経緯がございまして、計画としては並

行して進めていたということがあって、２７年度の計上ということになってご

ざいますが、入居者の都合等もいろいろお聞きしまして、その辺は最大限配慮

したなかで検討させていただきたいというふうに思っております。 

議長 山田議員。 

８番 

山田議員 

それでは続いてですけども１２９番から１３４番までですけども、移住定住の

推進事業及び関連事業のなかであるんですけども、１３０番ですね、移住定住

促進の一環として地域づくりインターンとして都市圏の大学生を受け入れて、

地域力活動に参加させたことを通じ、なにがしと書いてあるんですけども、実

はサテライトキャンパスという方式、北大のほうからいろいろ話持ち上がって

いることは、産業課長お話聞いてるし、そういう話も関連の人とお話もされて

いると思うんですけども、その関係でですね、こうやっていろいろ事業三つ、

四つあるんですけども、万が一そういうことに取り組むことになると、条件の

なかでやはりこちらに寝泊まり宿泊しながら、そういう活動をしていきたいと

いうこともお話しされたと思うんですけども、これを含めてそういう関係のこ

とに関しては、この事業のなかに入れているのか、また新たに、今後事業とし

て取り組んでいこうとするのか、２６年度中にできるものなのかどうか、その

辺のちょっと考え方を聞かせてください。 

議長 産業課長。 

産業課長 私のほうからお答えしたいと思います。いま山田が議員のほうからお話のあっ

た、北大のサテライトにつきましては、昨年、北大のほうからも希望がありま

して、当町のほうからも農業の関係で、ぜひ北大と提携協定を結んで平取に来

ていただいて、北大生、教授の方に研究していただく。またこちらのほうから

は子どもたちですとか、農業者が北大のほうに行って農業のレクチャーをした

り、北大のなかの施設を使っていろんな勉強に使わせていただきたいというよ

うなかたちでいま話を進めている段階でございます。まだ計画段階なんですけ

れども、２６年度、４月に入りまして早々にでも町長と北大のほうで協定書を

結んでいただきたいというかたちでスケジュールを組んでいるところでござい
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ます。北大のほうから生徒さんだとか平取に来た時に、宿泊できる場所があれ

ばということで、その部分については旧営林署の施設ですとか、そういう部分

が町に払い下げ等あった場合に、そういう施設を利用しながら北大にも使って

いただきたいという、まだこれは産業課サイドの考えなんですけれども、まち

づくり課とも協議をしながら、そういうことも含めて、宿泊施設の整備ですと

か、そういう部分を今後予算に上げていきたいというふうに考えておりまして、

ここにのってる事業についてはその部分が入っているわけではございません。

２月に早々に北大のほうから１５、６名ほどの学生さんが来て、平取町の農業

を研究していきたいということできておりまして、うちのほうとしましては二

風谷にありますマンロー邸があるんですけれども、マンロー館ですね。そちら

のほうが北大の文学部の管理になっておりまして、宿泊できるような施設にな

っております。北大のほうに確認しましたら、北大のほうで来る場合に、農学

部で使わせていただきたいということでしたら、使うのは自由ですよ、という

ようなかたちで回答をいただいておりまして、ただ２月の部分では極寒という

ことで、かなり寒いということで、その部分はちょっと難しいんですけれども、

夏場ですとか、そういう部分では来てもらったときにそちらのほうも利用しな

がら交流を深めていきたいというふうに考えておりますし、先ほど言ったとお

り、将来的には施設を宿泊できるような研修施設を整備していきたいというふ

うに考えておりますので、その際には議会のほうとまた協議させていただきた

いと思いますのでよろしくお願いしたいと思います。 

議長 山田議員。 

８番 

山田議員 

今後対応していくという話で期待しているところですけども、できれば振内の

営林署跡地を使っての、今後振内からの発信ということで、できれば計画して

いってほしいなと考えております。また北大の先生方によりますと、北大のな

かにも平取課というものもつくってもいいと。平取から何人か講習して授業の

時間もとってもいいという話もしてたというんですけども、その辺、産業課長

聞いたかどうかわかりませんけども、そういう期待も込めてですね、今後どん

どんこういう交流事業に力を入れて、定住移住、また平取町の観光にも発展す

るんだろうし、いろいろ関連事業も出てくるなという気はしております。また、

振内の某団体も、北大の人が来てくれて振内から寝泊まりしてくれるんであれ

ば、いろんな面で交流事業、その他農家の受け入れなどについても協力してい

きたいので、できるだけ事業を進めていただくという要望もありましたので、

課長の頭の中にぜひとも入れて、ぜひとも実行していただきたいと思います。

議長 産業課長。 

産業課長 お答えいたします。今山田議員おっしゃった話は伺っております。北大のなか
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で平取のことについて研究する、そういうゼミみたいなかたちも考えていると

いうことも聞いておりますし、農学部の学部長にも話は北大のほうから担当の

教授のほうから話上げていっていただいておりまして、ぜひそういう交流協定

を結んでいきたいということで現在北大のほうも道内の自治体とそういう協定

を結んでいるところが数箇所あります。富良野ですとか余市ですとか栗山です

とか訓子府ですとかいろいろとサテライト式にやっておりまして、そういう場

所については戦前、戦後くらいからのつながりですとか、北大の施設がその町

にあってその後、そういう交流をしていってるだとかという話を聞いておりま

すし、実際に学生が来てそういう農業実習もしたいということなんですけども、

とにかく宿泊ですとかそういう施設がないとなかなか難しいという話も聞いて

おりますし、平取については札幌から車で来ても一時間半、町の中行って２時

間ぐらいで来れるという地域的な条件もかなり良いということもありますし、

びらとりトマト、町長も先ほど言っておりましたけれども、２５年度において

は４２億５千万、このようなかたちで生産販売されるようなことはどういうよ

うなバックボーンでトマトがこれだけできてきたのかっていうことも研究して

いきたいという部分もありますし、おかげさまで新規参入者の部分においても、

全道でも先進的な地域ということで、各地区から視察に来ていただいていると

いうような状況もありまして、そういうことも含めて北大のほうでは研究をし

ていきたいという話も聞いておりますので、ぜひですね、平取も研究していた

だく代わりにうちのほうも研究機関としての北大に連作障害ですとか、いかに

土地をつくっていくかですとか、そういう部分で研究していただければ、お互

いに有益になるようなかたちの協定を結んでいきたいというふうに考えており

ますので、よろしくお願いしたいと思います。 

議長 

議長 

ほか、このページについて質問ございますか。なければ休憩したいと思います。

休憩します。 

（休 憩 午後 ２時１０分） 

（再 開 午後 ２時２１分） 

再開します。それでは先ほどの四戸議員の質問に留保しておりました答弁から

はじめたいと思います。建設水道課長。 

建 設 水 道

課長 

はい、それでは四戸議員さんの先ほどのご質問にお答えしたいと思います。教

員住宅、職員住宅除いた町営住宅が４２０戸ございます。そのうち入居戸数が

３５７戸でございます。空き家、まあ空き家といいますか政策空き家だとか集

会場等に使ってる分はその中に入ってますけどそういう状況になっておりま

す。それで、平成７年以降に建てた町営住宅９６戸ございますがそれはすべて

水洗化になっております。そのあと水洗化に改修したのが１２戸ございますの
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で、いま現在１０８戸が水洗化になってございます。率にしまして２５．７％、

だいたい４分の１が水洗化になってございます。そういう状況であります。 

議長 よろしいですか。それでは戻りまして、２１ページ、２２ページ。１番櫻井議

員。 

１番 

櫻井議員 

１４７番の新規事業のホームページの改修事業なんですが、このなかにＣＭＳ

システムというのが導入されて住民サービスに寄与するとありますけれども、

これ、内容的に僕詳しいことわからないんですけど、ホームページ庁内でどん

どん更新できるっていうシステムということで理解してよろしいのかと、あと、

今後更新を簡単にできるだとか、費用がかかっていかないというような意味合

いのものなのかご説明願いたいと思います。 

議長 総務課長。 

総務課長 コンテンツ管理システムの関係でありますが、情報の関係については、今後は

各部署で直接情報が入力できる仕方ということになると思います。ただそれが

そのまますぐホームページに反映されるのではなく、担当の広報公聴のほうで

一回審査といったら表現の仕方悪いですけども、チェックをして、それからホ

ームページに順次のっていくということになりますので、いまは、広報広聴の

ほうで全部ホームページのせるものについては一回集約して、うちのほうで全

部やっておりましたが、ホームページにのせる情報は担当部署が直接情報を作

成していけるという方式、それで、広報公聴のほうがその内容をチェックして

確認してすぐホームページにのせれるというかたちになります。 

議長 櫻井議員。 

１番 

櫻井議員 

３５０万これ当初かかっただけで今後は大幅な改修がない限りはこのシステム

をずっと使い続けていけるっていうようなことなんですか。 

議長 総務課長。 

総務課長 今回の改修をして、新たないろんなものをするようになればお金はかかってく

ると思いますが、現状の今回の３５０万でホームぺージを改修した分について

は当分費用はかからないということで考えております。 

議長 ３番四戸議員。 

３番 ３番四戸です。先ほどと似たような質疑になると思うんですけども、１４８番
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四戸議員 の職員住宅の事業で、これもやっぱり、浄化槽なんですけども、２６年度、２

７年度においてですね２戸ずつなんです。それで、これから先どれだけの住宅

浄化槽の設置をしないといけない住宅があるのか、まだまだその戸数があって、

例えば２７年度でこの事業が終了するのか、その辺について伺いたいと思いま

す。 

議長 まちづくり課長。 

ま ち づ く

り課長 

職員住宅につきましては、先ほど公営住宅の一定の基準というようなものでの

あてはめではないということでございまして、逐次、未設置のところから、や

るということにしてございます。非常に職員住宅も出入り等、家を建てるです

とかそういう動きもありますし、かなり空き家もめだってきてるというような

こともありまして、現時点でどこまでというようなことは明確には申せないの

ですが、その都度職員の入居状況等も勘案して整備を進めたいと思っておりま

して、いつまでやるんだということではなく、逐次その状況を判断しながらや

らせていただきたいというふうに思っております。 

議長 四戸議員。 

３番 

四戸議員 

いま聞いたのはですね、あとやらんとならん戸数がいまの段階ではわからない

のかもしれないけれども、あと何戸ぐらい、残っているのか。課長の話、答弁

のなかで、空いている職員住宅もあるんですと、いう話でしたが、これはもし

空いてるのあるんであれば、住宅に入って支障がないんであれば、これ一般の

町民に開放できないんでしょうかね。その辺についてもちょっと伺いたいと思

います。 

議長 まちづくり課長。 

ま ち づ く

り課長 

現在も、空きがあっていろいろな条件があうということであれば、町民の方に

もお貸ししてるというような実態もございますし、今後職員の採用計画等もあ

って、やはり使用するというような場合も想定されるということもありますの

で、その辺は、そういう状況に応じて、やはり対応せざるをえないのかなとい

うところもありますので、同じような答えになるかもしれませんけども、これ

から何戸やるんだということではなくてですね、その辺状況判断しながら、例

えば職員以外に提供する場合でも、浄化槽を設置するとかということにも将来

検討しなきゃならん場合もあるかと思いますので、その辺も総体的に判断しな

がら、整備を進めていきたいというふうに考えておりますので、ご理解お願い

したいと思います。 
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議長 四戸議員。 

３番 

四戸議員 

担当課の課長の考え方もわかるんですけども、先ほども一般の公営住宅につい

てお聞きしたんですけども、やっぱり職員も同じだと思うんですけども、町民

の方もやっぱりいまはもう水洗化なってきているんですよね。そのなかでやっ

ぱりできるんであれば、予算、まあ財政とのあれの考えも必要だと思うんです

けども、できるんであればもう少し増やして町民にですね、やっぱりそういう

サービスというか、そういうことも必要なってくるんでないかなと思うんです

けれども、この辺今後やっぱり十分検討されて、なるべく早目にそういう改修

できるとこは改修していってほしいと思ってるんですけど、そういうことで、

よろしくお願いします。 

議長 まちづくり課長。 

ま ち づ く

り課長 

ご意見としてですね、受けとめさせていただきたいと思います。住宅も、環境

等含めてやはりかなり老朽化もめだってるというようなこともあってですね、

非常に、良いとはいえない環境のなかで暮らしているといいましょうか、そう

いう方もいるという現実も非常に私ども受けておりまして、そういうものに対

応するために、例えば、浄化槽でももっと安価で簡易水洗というような方法も

あってですね、それも何戸か試験的な整備を図ったことがあるんですが、やは

りどうしても水洗と違ってにおいの問題とかそういうものも出るということも

あってやはりできれば本格的な浄化槽をということもありますので、今後財政

計画、財政的な条件というかそういうのも考慮しながら早期に、できれば多く

整備を進めるように検討してまいりたいと思ってますのでご理解お願いしま

す。 

議長 このページほかございませんか。なければ２４ページ、２５ページ。千葉議員。

６番 

千葉議員 

６番千葉。２５ページの消防組合の関係で番号は別として、関連しているいわ

ゆる事業の実施のことについてお伺いしたいと思います。今回１番から４番ま

での項目、これはもう当然早くやっていただかなければいけない事業だという

ふうに思っておりますけども、私は、常々心配してるのは消防庁舎そのものの

耐震化、あるいはその築何年何か月経ってるのか、経過年数までちょっと私調

べてなくてわかんないんですけども、やはりいざというとき出動できる体制の

庁舎、これはやはり優先されるべきかなというふうに私常々考えておったんで

すけども。ですから、本来はこの消防庁舎の建物の構造がまだ何年使えるのか

あるいは耐震構造に私はいち早くするべきだというふうに思ってますけども、

その辺の調査費はなぜ計上されるような議論がなかったのか、その辺について

のお考えはどうなのかなというふうに、伺っておきたいと思います。 
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議長 消防支署長。 

消 防 支 署

長 

千葉議員のご質問にお答えいたします。消防庁舎につきましては、昭和４９年、

３９年が経過しております。現在のところ、そのなかにおきまして、質問の調

査についてのことが出たことはございません。建築に関しては、耐震基準等の

基準ができる前の建物であることは事実であります。今後、鉄筋コンクリート

に関しましては、おおむね５０年というような認識でおりますので、今後に対

して計画を立てていく、もしくは議論していきたいというふうに考えておりま

すのでご理解いただきたいと思います。 

議長 ６番千葉議員。 

６番 

千葉議員 

築年数の経過３９年、４０年近いだろうなというふうに私も思ってはおりまし

たけども、なぜ私こういう発言をするかというと、いま日本全国どこにでも大

きな地震とかですね、あるいは水害含めて、この地域でいったらその地震と災

害、特に降雨災害もそうなんですけども、いざというときやっぱり出動できる

ような、特に地震が一番怖いなというふうに私思ってます。特に、我々今いる

ここの平取町の庁舎とそれから消防庁舎、この二つはやはり町民の安全を確保

していく上でもですね、やはり調査だけはまずはここの建物は別としても、消

防庁舎のほうだけはいち早くですね、やはりどのような状態におかれてい今の

庁舎があるのか、震度何ぐらいまでは耐えられるのか。その辺はやっぱりいざ

出動したくても庁舎が、例えば耐震構造でないがゆえにですね、中に入ってい

る車両が出動できないなんてことは間違ってもないように、このこと一番私心

配してますんで、ぜひ早急なる調査予算だけはつけていただきたいというふう

に思ってますけど考えを伺います。 

議長 副町長。 

副町長 それでは私からお答えをしたいと思います。平取町にあります、いわゆる公共

施設というものにつきましては、ご承知のとおり、耐震構造以前の建物がほと

んどでございます。ですから、昭和５６年以前、建築基準法改正以前の建物が

多いというような状況になっております。ただいまご指摘の消防庁舎も、昭和

４９年建築ということでございますので、法改正前の建物ということでござい

ます。役場庁舎についても、昭和４３年築ということでございます。そのほか

先ほどご質問にありました町民体育館、あるいは公民館、また貫気別、振内の

町民センターについても、そういうような古い建物でございます。そのなかで、

何を優先するのかということを選択しながら、まずは、入院患者のいる町立病

院を最優先に改築をしていきたいということで、現在、改築にかかる検討委員
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会を開催をしてその改築方法について検討しているところでございます。今後、

ただいまご質問にありました消防庁舎あるいは役場の庁舎含めて、どういうか

たちで整備していくのか、まず耐震診断をしながらその方法について検討して

いかなければならないなというふうには思っているところでございます。消防

庁舎については２６年、２７年の総合計画なかに調査費については計上されて

おりませんけども、２６年度のなかで新しい第６期の計画の策定がはじまって

いきますので、そのなかでまた十分協議しながら検討させていただければとい

うふうに思いますので一つよろしくお願いしたいと思います。 

議長 ８番山田議員。 

８番 

山田議員 

同じく２５ページ消防組合に関してご質問させていただきます。実は残念なが

ら、第２分団で去年火災が起きたということでございます。そのなかで、消防

団員のなか及び関係者の方々からいろんなお話を聞いたなかで、水が途中でな

くなって、ペナコリの住宅のほうからも引っぱって消火したという状況でござ

いました。どこで火事が起きるかわからない状況のなか、この水道の水を、蛇

口を開いても水が吸い込むだけの量の分出てこなかったという話も伺っており

ますけども。まあこれは又聞きなんで詳しいことはお話ししてほしいんですけ

ども、こういうことに関して無線の関係でデジタル化するなかでこれだけの予

算、使うのもまた必要なことでしょうけれども、これを含めて防火水槽ってい

うんですか、これのあり方もう少し大型にするだとか、もう火災というのはも

う災害のなかでもやはり極めて緊急事態ということで、ほかの家庭が断水して

でもいいから、水槽のなかに全水道の水が入る勢いぐらいやはり水が必要でな

いかなということでちょっとお話伺った経緯がございます。そういう考え方、

どうでしょう、この防火水槽のあり方。また、もう少し近場に１基、２基増や

していくだとかという方法だとかっていう考え方があると思うんですけど、そ

の辺支署長どのように考えておられるんでしょうか。 

議長 消防支署長。 

消 防 支 署

長 

山田議員のご質問にお答えいたします。防火水槽につきましては、従前、消防

組合発足当時から補助事業を活用しながら設置してきたところではございます

が、補助事業の削減により一基単体での補助事業がなくなったときに、有効利

用の方法として、現在大型水槽車というかたちで、町内を網羅できるように、

平取支署と振内分遣所に各１台ずつ配備した結果により、防火水槽の設置、住

宅戸数の少ない部分には設置をしない方向で、大型水槽という対応をさせてい

ただいております。今回のものにつきましては、国道ぶちにある防火水槽の水

がなくなる前に、福祉住宅の防火水槽との連携を取りまして、一時的に少し水

源の減少を生じてはおりますが、消火活動上、有効に水を使いながら、大量注
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水というかたちを少し抑えながら、消火活動を行ったというふうな活動になっ

ております。 

議長 山田議員。 

８番 

山田議員 

今署長の説明で、消火活動に関して、支障をきたすよう水の量は当然あったと、

難なくやれたということでございますけども、いま家も大型してきて先日のよ

うなやはり坪数の大きい家になると、そのタンク車が出動するのにも時間当然

かかってくると思うんですけども、それでちょっと不安な面が頭をよぎったも

のですから質問させていただいたんですけど、それに関しても今後はそしたら、

タンク車のみの対応ということで、水槽自体に水量を大きくする細工だとか、

防火水槽の増設だとかということは今後考えていないということでよろしいで

しょうか。 

議長 消防支署長。 

消 防 支 署

長 

はい、ご質問にお答えいたします。現在のところ２台の水槽車で対応というこ

とで、いまおよそ防火水槽の新設に関しましては、１５００万から２千万の経

費が１基についてかかります。普通の単なるコンクリートの貯水槽というかた

ちでは、防火水槽の場合、耐震、当然先ほどのご質問のように、災害があった

ときに、地震によるひび割れで水が抜けてしまうということを避けるために、

かなり通常のものより頑固なもの、強固なコンクリートの厚さの厚いものを必

要とする基準になっております。そのために、非常に高価なものになりますの

で、補助なしでは設置しない、住宅の密集地にはほぼポンプ車の行動範囲内の

距離にできるものが網羅されているというふうに認識しておりますので、非常

に住宅の少ない部分への設置については、いまのところ計画はしておりません。

議長 ございませんか。なければ、質疑を受けてきたわけでありますけれども、各会

計収支計画及び事業実施計画について、全体を通して改めて質疑を行いたい部

分があれば受けたいと思います。６番千葉議員。 

６番 

千葉議員 

６番千葉です。最後の２５ページ、水道会計等忘れてるのかなという感じもし

ますけども、水道会計について質疑をしたいと思います。配管の整備事業のこ

とでございますけれども私も一般質問した経緯がございます。今の有収水率を

確保して少しでも伸ばしていくためには、やはり老朽化した水道管の工事とい

うのは、毎年継続的に行われるべきであって、いまの事業費５千万円、ベース

となってる金額は大体年間５千万円ぐらいかけて、配管老朽化したところを整

備していくということなんですけども、これでいくと半世紀、約５０年かかる

わけですね。ですから私も一般質問で言ったときはエンドレスで事業を続けて
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いかなくちゃいけない結果が本当にいいのかな、それはまずいでしょうという

質問だったと思うんですけども、でき得ることならば、この計画的な、ベース

となっている事業費の年間５千万はやはりもう少しスピードアップしていろん

な財源厳しいとは思うんですけども、これはやっぱり生活に密着した事業でご

ざいますので、それこそ先ほどの消防庁舎じゃないですけども大きな地震きた

とき、地下に埋設になってる老朽化した水道管がどうなるのかっていうことも

十分認識していただいてですね、やはり事業を早めて実施するということが非

常に大切だというふうに思ってますけども、もう一度私の一般質問を思い出し

ながら、このことについて、事業費の計上と将来どういうふうにあるべきかと

いうことについてご答弁を求めたいと思います。 

議長 建設水道課長。 

建 設 水 道

課長 

お答えしたいと思います。まず水道の配水管の敷設替えということで、特に荷

菜地区が漏水が多いということで、平成２３年から毎年５千万ほどかけて、配

水管の敷設替えをしてきております。２３、２４、２５、２６、２６年度で荷

菜地区の漏水箇所の多いところの敷設替えが終了いたします。荷菜全体が終わ

るわけではございません。特に、漏水の多い箇所が終わるっていうことで、と

りあえず荷菜地区は一回改修は終わりたいと考えております。それで例の水道

の配水管長期整備計画１０か年の整備計画、２５年、２６年２か年で策定する

ということで、今年２６年度で整備計画ができ上がります。完成時期につきま

しては２７年度に向けての予算に間に合わせるようにということで、２６年１

０月までには長期整備計画ができ上がります。それで、その整備計画に基づい

て具体的にどこの箇所をどれだけお金をかけて整備していくかという議論に１

０月以降にその議論が出てくるかたちになろうかと思います。今この総合計画

のなかでは平成２７年度、とりあえず５千万という、２６年度と同じベースで

５千万というのもとりあえず上げてありますけれども、これが必要であれば１

億あるいは２億というかたちで投資していくことも必要だし、その１０か年の

整備計画のなかでの整合性をとりながら、何年度にどのぐらいの予算を投資し

てったらいいのかということもある程度具体的にみえてくるのかなっていうの

があろうかと思います。ただ順位的には２７年度貫気別地区と書いてございま

すけど、貫気別地区の有収率というのが３４％くらいしか実はございません。

６０％が漏水してるということですね。それで振内は４０％くらいしか有収率

がありません。次に低いのが振内。本町は６０％ぐらいあります。そういうこ

とから、場所的な順位づけは貫気別やって振内いってまた本町に戻ってくると

いう箇所づけになるのかなというふうに思っておりますけど、あとは金額をど

れだけお金を投資して整備して、何年で本管の敷設替えをやるかっていうこと

がありますので第６期の総合計画とあわせて、整合性をとりながら予算措置に

ついては、理事者と十分協議して、対応していきたいというふうに考えており
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ますので、よろしくお願いしたいと思います。 

議長 千葉議員。 

６番 

千葉議員 

お答えいただきまして誠にありがとうございます。それこそローリングですか

らまた翌年度今年度の状況を踏まえてということもあるんでしょうけども、こ

の水道事業に限らず先ほど副町長のほうからも、言葉にしてありましたけども、

何を優先してどこにどれだけお金をかけていくのか、これはもう非常に難しい

公共事業のなかでは本当に優先されるものが何なのかっていうことに対して、

我々議員もそうなんですけどもう少し煮詰めた議論、町民の意見ももちろんそ

うなんですけども、今後ともですね、やはり、まず町民の生命財産、これにか

かわるもの、その次にやっぱり、まずはこの水道含めてですね、ライフライン、

密着したかたちのなかでは、これはやっぱり急がれるべきかなというふうに思

ってます。今後こういった発展計画に計上する場合はですね、幅広い意見、３

回の審議で終わっているようですけども、本来はもうちょっと煮詰めて審議さ

れてもいいのかなと。もうちょっと時間をさいてもらってもいいのかなという

私自身の考えもございますけども、そういったことに対しての理事者の思いを

最後に伺っておきたいと思います。 

議長 町長。 

町長 それでは、私のほうからご答弁申し上げたいと思いますが、審議会も通じなが

ら、町民のニーズも非常に多様化してございまして、いずれにしても、限られ

た財源をやはり選択と集中のなかで、対応していかなければならないというふ

うに考えてございますので、先ほど来、お話があるように、やはり緊急度の高

いものからこれは最優先しながら、順次、計画的に整備をしていなければなら

ないと思います。そういった面では、町民のやはりたよりとなる病院だとか、

あるいは水道のライフライン、こういったものは当然最優先していくべきだと

いうふうに考えてございますので、今後とも第６次の計画のなかで十分時間を

かけながら、そういった優先順位も考えながら協議をしてまいりたいというふ

うに考えておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

議長 そのほかございますか。８番山田議員。 

８番 

山田議員 

何か締められたような話で発言するのちょっと気まずいんですけど、総体的に

ということで、１３１番の直接関係ないんですけど関連事業として、これもま

た移住定住の促進を図るために空き家情報などを提供していくという話で出て

たんですけども、実は、副町長に質問しておりました空き家対策、廃屋の条例

をつくったらどうですかということでもう３年経過したんですけど、これも含
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めてどのような考え方をいま現在、どの程度進んでいるのか、お聞かせくださ

い。 

議長 まちづくり課長。 

ま ち づ く

り課長 

お答え申し上げます。以前、山田議員から一般質問等もございまして、そうい

うご指摘を受けたということで、まず実態を調査させていただきたいというこ

とで、特に廃屋等につきまして全町的な実態把握ということで、昨年度と今年

度にかけまして全町まわっているというところで、今データベース的な整理を

しているところでございまして、年度内にはこのあたりにこういった廃屋があ

るというようなことを把握できるかなというふうに思っております。その後や

はり程度によっては、除去するしかないようなものもございますので、その場

の地域の方々のお力なども借りながら、所有者の把握ですとか所有者の意向等

も調査を進めてまいりたいというふうに考えてございまして、今の進捗状況と

しては、そのようなことになっております。先進事例でもあります、そういっ

たその廃屋の除去に関する条例等もそういった実態を踏まえながら、今後併せ

て、条例化がいいのか、どういった方法がいいのかというようなことも、また

議会とも相談しながら検討させていただければというふうに思っております。

議長 ほかございませんか。１０番平村議員。 

１０番 

平村議員 

ちょっとさっき聞くのを忘れたんですけれど、１５ページの１０６番地域公共

交通活性化事業とその前の１０５番のバス運行費補助事業と二つのことなんで

すけれども、これだけ道南バスに負担金として１５００万円の負担金を払って、

そのほかにこの地域公共交通の活性化でまた２６４０万ほどのお金を使ってい

るんですけれども、もしもう少し道南バスも企業努力して住民のニーズに応え

ながらやっての赤字だったらいいんですけれども、からのバスをぐるぐる走っ

てあるいてるようななかで、またそのほかにデマンドバスの事業を町のほうで

やっているんですけれど、なかなか住民のニーズにあっていないと思いますの

で、その辺をもう少し煮詰めながらこの両方のお金を使って、町独自でデマン

ドももう少し全体に本町から貫気別、振内両方回しながらできないものかその

辺をもうちょっと検討していただきたいと思うんですけど、なかなか住民のニ

ーズにあってないなかでやって、お金を結構使っているので、その辺どうお考

えかちょっとお聞きしたいと思います。 

議長 まちづくり課長。 

ま ち づ く

り課長 

お答え申し上げます。町民の足の確保につきましては、今回の道南バスの補助

ですとかデマンドに限らず、通学費の補助ですとか、スクールバス等で、あわ
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せるとかなりのそういった財政支出を強いられているというような現状もござ

います。地域公共活性化協議会等でいろんな議論をしていて、実証試験として

のデマンドバス等ももうすでに何年か回数を重ねてきておりますけれども、若

干利用が伸びているというようなところもありますけれども、総じて言えばや

はり、費用対効果等を考えたうえで、完璧なというか、完全なものではないな

というような感じも受けておりまして、ますます道南バスについては赤字が増

加するといった傾向もございますので、今までの経緯も含めて、守らなければ

ならない路線ですとか、例えば道南バスの雇用の問題とかですね、そういった

ものもひっくるめて、やはり思い切ったやり方といいましょうか、そういうも

のも検討せざるを得ない状況にきているのかなというようなことも実感として

感じているところがありますので、いままでやってきたことも踏まえて、その

反省の上に立ってですね、今後６次の計画になろうかと思いますけども、本当

に町独自のそういったよりきめ細かな足の確保のために、いろんな事業を工夫

してやらなければならないかなということも考えておりますので、その辺もご

理解いただいて、さらに次につなげていくような事業も検討させていただけれ

ばというふうに思っております。 

議長 平村議員。 

１０番 

平村議員 

ぜひ、そういうふうなかたちでやっぱり住民のみんなが安心して乗れるような

かたちをこれからぜひやっていただきたいと思います。 

議長 今のは要望というかたちで受けとめさせていただきます。ほかにございません

か。なければ、以上をもって第５次平取町総合計画実施計画ローリングに対す

る質疑を終了いたします。以上で行政報告を終了します。 

お諮りします。意見書案第１号２０１４年度地方財政の確立を求める意見書案

の提出についてを日程に追加し、追加日程第１として議題としたいと思います。

ご異議ございませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。従って、意見書案第１号を日程に追加し、追加日程第１

として議題とすることに決定しました。 

意見書案第１号２０１４年度地方財政の確立を求める意見書案の提出につい

て、提出議員からの説明を求めます。１番櫻井議員。 

１番 

櫻井議員 

それでは朗読をもって説明させていただきます。 

（意見書案朗読） 

議長 これから質疑を行います。質疑はございませんか。 

（質疑なしの声） 
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質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論はありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。それでは採決を行います。追加日程第１、意見書案第１

号について原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。従って、追加日程第１、意見書案第１号は原案のとおり可決し

ました。 

お諮りします。意見書案第２号利用者本位の持続可能な介護保険制度の確立を

求める意見書案の提出についてを日程に追加し、追加日程第２として議題とし

たいと思います。ご異議ございませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。従って、意見書案第２号を日程に追加し、追加日程第２

として議題とすることに決定しました。 

意見書案第２号利用者本位の持続可能な介護保険制度の確立を求める意見書案

の提出について、提出議員から説明を求めます。６番千葉議員。 

６番 

千葉議員 

６番千葉です。それでは、本文を朗読いたしまして主旨説明に代えさせていた

だきたいと思います。 

（意見書案朗読） 

議長 これから質疑を行います。質疑はございませんか。 

（質疑なしの声） 

質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論はありませんか。 

（討論なしの声） 

討論なしと認めます。それでは、採決を行います。追加日程第２、意見書案第

２号について原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

挙手多数です。従って、追加日程第２、意見書案第２号は原案のとおり可決し

ました。 

本臨時会に付されました事件の審議状況を報告します。議案１件で原案可決１

件、報告２件で決定２件。意見書案２件で原案可決２件となっております。以

上で全日程を終了しましたので、平成２６年第１回平取町議会臨時会を閉会し

ます。ご苦労さんでございました。 

（閉 会 午後 ３時１０分）


